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大会スローガン

『人とひとのつながりを体感しよう！』

第７０回  日本ＰＴＡ全国研究大会山形大会
第５４回  日本ＰＴＡ東北ブロック研究大会山形大会
第７０回  日本ＰＴＡ全国研究大会山形大会
第５４回  日本ＰＴＡ東北ブロック研究大会山形大会

～あがらっしゃい精神の山形から～

1 PTAやまがた



　
日
頃
よ
り
山
形
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
活

動
に
対
し
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。ま
た
、
そ
れ

ぞ
れ
の
郡
・
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
、そ
し
て
各
学
校
・

地
域
社
会
に
お
い
て
も
子
供
た
ち
の
健
全

育
成
の
た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
こ
と
に
、
心
よ
り
感
謝
と
敬
意
を
表

し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ

り
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
一
変
し
、

様
々
な
変
化
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
時
代
と
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し

た
中
、
山
形
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
は
「
学
び
の

歩
み
を
止
め
な
い
」と
い
う
思
い
か
ら
、
昨

年
度
に
引
き
続
き『
人
と
ひ
と
の
つ
な
が

り
を
再
確
認
し
よ
う
！
』～
愛
す
る
子
供

た
ち
の
健
全
な
育
成
と
幸
福
の
た
め
に
～

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
活
動
を
展
開
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
、
昨
年
同
様
に
コ
ロ
ナ
禍
は

私
た
ち
の
活
動
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

ま
し
た
。
事
業
の
中
止
・
内
容
変
更
・
リ

モ
ー
ト
で
の
開
催
等
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を

尽
く
し
活
動
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
中

で
も
、
二
〇
二
二
年
八
月
二
十
六
日
・
二

十
七
日
に
開
催
し
ま
し
た
第
七
十
回
日
本

Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
研
究
大
会
山
形
大
会
は
、
準

備
か
ら
開
催
に
至
る
ま
で
コ
ロ
ナ
禍
の
戦

い
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
二
〇
一
九
年
十
一
月
実

行
委
員
会
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
が
、
ま
さ

し
く
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
と
同
時

の
結
成
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
準
備

を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
殆
ど
が
リ
モ
ー

ト
で
の
会
議
で
あ
り
意
思
疎
通
の
難
し
さ

を
痛
感
し
な
が
ら
の
も
の
で
し
た
。
二
〇

二
二
年
五
月
よ
う
や
く
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束

の
兆
し
を
見
せ
、
開
催
準
備
に
拍
車
を
か

け
た
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
七
月
下
旬
に
想

定
外
の
感
染
拡
大
第
七
波
は
日
本
国
中
を

混
乱
さ
せ
ま
し
た
。
当
然
な
が
ら
私
た
ち

の
全
国
大
会
も
、
開
催
是
非
を
問
わ
れ
る

事
態
と
な
り
ま
し
た
。
山
形
県
教
員
委
員

会
・
各
分
科
会
実
行
委
員
長
・
大
会
実
行

委
員
会
本
部
・
関
係
各
位
と
の
度
重
な
る

議
論
の
末
、
開
催
に
踏
み
切
る
判
断
を
全

員
で
下
し
、
よ
う
や
く
無
事
に
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況

に
よ
る
開
催
は
、
奇
跡
と
い
う
ほ
か
あ
り

ま
せ
ん
。
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
皆
様
に
、

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
全
国
大
会
を
主
管
し
た
私
た
ち
に
と
っ

て
、
開
催
す
る
こ
と
が
目
的
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。開
催
す
る
こ
と
で
、
山
形
県
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
の
更
な
る
発
展
、
共
に
汗
を
流
し

た
皆
様
と
の
つ
な
が
り
の
共
有
、
よ
り
よ

い
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
へ
の
理
解
の
醸
成
な
ど
、

多
く
の
目
的
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。
最
終
的
に
は
私
た
ち
の
か
け
が
え

の
な
い
子
供
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
な
る

こ
と
で
、
私
た
ち
の
活
動
に
意
味
が
も
た

ら
せ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
少
し
で
も
多

く
の
皆
様
が
、
そ
の
よ
う
な
目
的
を
達
成

で
き
、
発
展
的
未
来
を
見
据
え
ら
れ
た
も

の
で
あ
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
全
国
各
地
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

も
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
山
形
県
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
に
感
謝
の
声
が
続
々
と
届
い
て

お
り
ま
す
。そ
の
声
を
後
押
し
に
、
こ
れ
か

ら
も
活
動
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
結
び
に
、
山
形
県
教
育
委
員
会
様
を
は

じ
め
関
係
各
位
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
ご
指

導
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
、あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

第
70
回
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
研
究
大
会

山
形
大
会
開
催
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

山
形
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長

船

橋

吾

一
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　第７０回日本ＰＴＡ全国研究大会山形大会・第５４回日本ＰＴＡ東北ブロック研究大会山形大会が、令和

４年８月２６日 (金 )・２７日 (土 )に、分科会が山形県内１０会場で、全体会が山形市総合スポーツセンター

で開催されました。公益社団法人日本ＰＴＡ全国協議会は、全国６４協議会８００万人の日本最大の社会

教育関係団体です。ＰＴＡは、家庭と学校そして地域をつなぐ大きな役割を担っています。私たちは、

コロナ禍においても、愛する子供たちの未来のために「学びの歩みを止めない」という思いで活動を続けて

きました。これからも、大きく変化する教育環境に親としてＰＴＡとしてできることを、歩みを止めるこ

となく学びを深めたいと考えています。山形大会は、中止になった富山大会、リモート参加になった北九

州大会の熱い思いを引き継ぎ、すべてのＰＴＡ会員が人とひとの「つながり」の大切さを体感できる大会に

なることを願って開催されました。

　ひとつの県を流域とする流路延長２２９ Km にわたる一級河川最上川。

山形県の歴史、文化、産業、芸術等あらゆる面に大きな影響をもたらして

きた最上川。田畑を潤し、富をもたらし、時代を越え、歌や踊りとしても

現代に受け継がれてきました。

　県内出身のシンガーソングライター民謡日本一に輝いた朝倉さやさん、

地元「良絃会」の伴奏による花笠音頭の演奏、村山産業高等学校「又新連（ゆ

うしんれん）」の躍動感溢れる徳内ばやし、山形大学花笠サークル「四面楚歌」

による華麗なパフォーマンス、優しくも激しい山形県の母なる川「最上川」

の流れにのせた山形の文化の一部が披露されました。

　開会式では、簗文部科学副大臣と吉村山形県知事からご祝辞を頂きました。

その後、金田公益社団法人日本ＰＴＡ全国協議会会長と船橋山形大会実行

委員長から、主催者あいさつがありました。そして、山形市を代表して、

佐藤山形市長より歓迎の言葉がありました。

「やまがた The MOGAMIGAWA」「やまがた The MOGAMIGAWA」

全 体 会

第７０回日本ＰＴＡ全国研究大会 山形大会 大成功 !!第５４回日本ＰＴＡ東北ブロック研究大会

　Ｗｉｔｈコロナ時代、コミュニケーションの基本である「会う」ことが極端に制限され、本来大切な「つ

ながり」というものを感じることができな

くなっています。「あがらっしゃい」とは、

山形の方言でおもてなしの言葉です。この

あがらっしゃい精神が宿る山形の地で集う

ＰＴＡ会員が、素敵な「つながり」を体感

できるような大会にしたいという思いが

込められています。

『人とひとのつながりを体感しよう！』　～あがらっしゃい精神の山形から～『人とひとのつながりを体感しよう！』　～あがらっしゃい精神の山形から～

大会スローガン

歓迎アトラクション

開会行事

金田日本ＰＴＡ全国協議会会長
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地元「良絃会」の伴奏による花笠音頭の演奏、村山産業高等学校「又新連（ゆ

うしんれん）」の躍動感溢れる徳内ばやし、山形大学花笠サークル「四面楚歌」

による華麗なパフォーマンス、優しくも激しい山形県の母なる川「最上川」

の流れにのせた山形の文化の一部が披露されました。

　開会式では、簗文部科学副大臣と吉村山形県知事からご祝辞を頂きました。

その後、金田公益社団法人日本ＰＴＡ全国協議会会長と船橋山形大会実行

委員長から、主催者あいさつがありました。そして、山形市を代表して、

佐藤山形市長より歓迎の言葉がありました。

「やまがた The MOGAMIGAWA」「やまがた The MOGAMIGAWA」

全 体 会

第７０回日本ＰＴＡ全国研究大会 山形大会 大成功 !!第５４回日本ＰＴＡ東北ブロック研究大会

　Ｗｉｔｈコロナ時代、コミュニケーションの基本である「会う」ことが極端に制限され、本来大切な「つ

ながり」というものを感じることができな

くなっています。「あがらっしゃい」とは、

山形の方言でおもてなしの言葉です。この

あがらっしゃい精神が宿る山形の地で集う

ＰＴＡ会員が、素敵な「つながり」を体感

できるような大会にしたいという思いが

込められています。

『人とひとのつながりを体感しよう！』　～あがらっしゃい精神の山形から～『人とひとのつながりを体感しよう！』　～あがらっしゃい精神の山形から～

大会スローガン

歓迎アトラクション

開会行事

金田日本ＰＴＡ全国協議会会長
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　記念講演は、２００７年より山形交響楽団音楽監督に就任、芸術総監督を経て、今年、桂冠指揮者に就任、

山形をはじめ国内外で活躍をされている、指揮者・飯森範親さんです。

　演題は、

　オーケストラの中心であり司令塔である指揮、曲に内在する感情を引き出すのが指揮者の仕事。日本の指

揮者を代表する飯森範親氏は、真の指揮者とは「一本のタクト」により、オーケストラの演奏者一人ひとり、

視聴者一人ひとりを見えない糸でつなぎ合い、紡いでいく。あらゆるものを超越した唯一無二の空間を作り

出せる存在であると語ってくれました。飯森氏の講演から「人とひとのつながり」の大切さを、すべての参加

者が体感することができたと思います。

『 「一本のタクト」は、人のこころを豊かに幸せにするアイテム　　　

　　　　ライブでしか味わえないお話と演奏をあなたに・・・』です。

『 「一本のタクト」は、人のこころを豊かに幸せにするアイテム　　　

　　　　ライブでしか味わえないお話と演奏をあなたに・・・』です。

　山形大会の成果を取りまとめた大会宣言決議が、荒井大会宣言起草委員長より提案があり、大きな拍手で

承認されました。

閉会式

記念講演 並びに 記念演奏会

4PTAやまがた

大会成功祈願 駐車場誘導 バス乗り場誘導

分科会受付 分科会 分科会 アトラクション

分科会 アトラクション 分科会　基調講演 分科会 パネルディスカッション

全体会スタッフ打ち合わせ 全体会挨拶　船橋実行委員 大会旗引き継ぎ

次期開催広島県 PR 大会宣言　荒井実行副委員長
（大会宣言起草委員長）
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5 PTAやまがた



山形県 PTA連合会「親子読書推進委員会」

～本を読む子はかならず伸びる～
親子で読書 深める絆親子で読書 深める絆
　山形県ＰＴＡ連合会では、親子読書をとおして生涯学習を進め、親子で学び、親子で

コミュニケーションを活性化することにより、親子の絆が一層深まり、子供の心が豊

かになることを願い、運動を推進しています。

母
親
世
代
か
ら
子
供
た
ち
へ

　

読
み
聞
か
せ
を
通
し
た

メ
ッ
セ
ー
ジ

親
子
読
書
・
地
域
の
活
動

親
子
読
書
・
地
域
の
活
動

河
北
町
立
溝
延
小
学
校

　
本
校
で
は
、
十
一
月
の
読
書
月
間
に
、

母
親
委
員
会
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
活
動

を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
も
、

学
年
や
季
節

に
合
っ
た
本

な
ど
、
母
親

委
員
の
皆
さ

ん
が
そ
れ
ぞ

れ

選

ん

だ

と
っ
て
お
き

の
一
冊
を
読
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

子
供
た
ち
は
、
く
す
っ
と
笑
っ
た
り
、

う
ん
う
ん
と
頷
い
た
り
し
な
が
ら
聴
い

て
い
ま
す
。
最
初
は
や
や
緊
張
気
味
だ
っ

た
教
室
の
雰
囲
気
が
、
子
供
た
ち
が
反

応
す
る
に
つ
れ
て
、
和
や
か
な
柔
ら
か

い
空
気
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
朝
の
短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、

子
供
た
ち
は
新
し
い
本
と
出
会
う
こ
と

に
よ
り
、
読
書
の
世
界
を
広
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
母
親
世
代

か
ら
子
供
た
ち
へ
、
読
み
聞
か
せ
を
通

し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
る
素
敵
な
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

庄
内
町
は
三
位
一
体
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
!!

庄
内
町
立
余
目
第
三
小
学
校

　
本
校
の
親
子
読
書
委
員
会
は
平
成
二

十
九
年
に
発
足
し
て
、
今
年
が
五
年
目

と
な
り
ま
す
。
親
子
読
書
は
各
ク
ラ
ス

五
～
六
人
の
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
一
冊

の
本
を
読
み
ミ
ニ
感
想
文
を
親
子
で
書

き
ま
す
。
年
二
回
の
実
施
で
す
。
一
月

末
の
授
業
参
観
日
に
絵
本
の
感
想
を
各

教
室
の
廊
下
に
掲
示
し
ま
す
。
毎
年
親

子
で
深
く
読
み
込
ん
だ
様
子
が
う
か
が

え
る
素
敵
な
感
想
が
大
変
多
く
、
三
小

に
親
子
読
書
活
動
が
定
着
し
て
い
る
ん

だ
な
～
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
　
親
子
読
書
委
員
会
で
は
、
毎
年
リ

プ
ル（
朝
の
会
読
み
聞
か
せ
）に
協
力
し

て
い
ま
す
。
委
員
の
み
な
さ
ん
は
都
合

を
つ
け
て
年
一
回
以
上
の
参
加
を
し
て

読
書
に
親
し
む
心
を
育
む

家
庭
と
学
校
が
連
携
し
た

親
子
読
書
活
動

新
庄
市
立
新
庄
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
毎
月
第
三
日
曜
日

を
親
子
読
書
の
日
と
し
、
学
校
と
連
携

し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

～
う
ち
ど
く

　

 

親
子
読
書

　

 

読
み
聞
か
せ
～

⇔
⇔

い
ま
す
。
今
年
度
も
リ
プ
ル
へ
の
協
力

を
全
員
が
一
回
以
上
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
皆
さ

ん
か
ら
は
「
子

供
た
ち
が
本
当

に
喜
ん
で
く
れ

た
」「
や
っ
て
良

か
っ
た
」と
い

う

感

想

を

頂

き
、
今
後
も
続

け
て
い
き
た
い

活
動
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
今
年
度
、
庄
内
町
図
書
館『
う
ち
ど
く

通
信
』へ
親
子
読
書
委
員
会
活
動
に
つ
い

て
寄
稿
し
ま
し
た
。
庄
内
町
図
書
館
さ

ん
か
ら
は
小
学
校
の
リ
プ
ル（
朝
の
会
読

み
聞
か
せ
）へ
も
参
加
し
て
頂
い
て
お
り

ま
す
。
庄
内
町
で
は
、【
Ｐ
Ｔ
Ａ 

　
リ
プ

ル
　 

図
書
館
】と
、
三
位
一
体
の
活
動
を

展
開
し
て
子
供
た
ち
の
読
書
活
動
を
応

援
し
て
お
り
ま
す
。

⇔

⇔

6PTAやまがた



山形県 PTA連合会「親子読書推進委員会」

～本を読む子はかならず伸びる～
親子で読書 深める絆親子で読書 深める絆
　山形県ＰＴＡ連合会では、親子読書をとおして生涯学習を進め、親子で学び、親子で

コミュニケーションを活性化することにより、親子の絆が一層深まり、子供の心が豊

かになることを願い、運動を推進しています。

母
親
世
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ら
子
供
た
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へ

　

読
み
聞
か
せ
を
通
し
た

メ
ッ
セ
ー
ジ

親
子
読
書
・
地
域
の
活
動

親
子
読
書
・
地
域
の
活
動

河
北
町
立
溝
延
小
学
校

　
本
校
で
は
、
十
一
月
の
読
書
月
間
に
、

母
親
委
員
会
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
活
動

を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
も
、

学
年
や
季
節

に
合
っ
た
本

な
ど
、
母
親

委
員
の
皆
さ

ん
が
そ
れ
ぞ

れ

選

ん

だ

と
っ
て
お
き

の
一
冊
を
読
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

子
供
た
ち
は
、
く
す
っ
と
笑
っ
た
り
、

う
ん
う
ん
と
頷
い
た
り
し
な
が
ら
聴
い

て
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ま
す
。
最
初
は
や
や
緊
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味
だ
っ

た
教
室
の
雰
囲
気
が
、
子
供
た
ち
が
反

応
す
る
に
つ
れ
て
、
和
や
か
な
柔
ら
か

い
空
気
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
朝
の
短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、

子
供
た
ち
は
新
し
い
本
と
出
会
う
こ
と

に
よ
り
、
読
書
の
世
界
を
広
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
母
親
世
代

か
ら
子
供
た
ち
へ
、
読
み
聞
か
せ
を
通

し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
る
素
敵
な
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

庄
内
町
は
三
位
一
体
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
!!

庄
内
町
立
余
目
第
三
小
学
校

　
本
校
の
親
子
読
書
委
員
会
は
平
成
二

十
九
年
に
発
足
し
て
、
今
年
が
五
年
目

と
な
り
ま
す
。
親
子
読
書
は
各
ク
ラ
ス

五
～
六
人
の
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
一
冊

の
本
を
読
み
ミ
ニ
感
想
文
を
親
子
で
書

き
ま
す
。
年
二
回
の
実
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で
す
。
一
月

末
の
授
業
参
観
日
に
絵
本
の
感
想
を
各

教
室
の
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下
に
掲
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し
ま
す
。
毎
年
親

子
で
深
く
読
み
込
ん
だ
様
子
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う
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え
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敵
な
感
想
が
大
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多
く
、
三
小

に
親
子
読
書
活
動
が
定
着
し
て
い
る
ん

だ
な
～
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
　
親
子
読
書
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員
会
で
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プ
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朝
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読
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か
せ
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し
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親
子
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動

新
庄
市
立
新
庄
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
毎
月
第
三
日
曜
日

を
親
子
読
書
の
日
と
し
、
学
校
と
連
携

し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

～
う
ち
ど
く

　

 

親
子
読
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せ
～

⇔
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い
ま
す
。
今
年
度
も
リ
プ
ル
へ
の
協
力

を
全
員
が
一
回
以
上
実
施
し
ま
し
た
。

参
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し
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皆
さ
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本
当
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や
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良
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い

う

感
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頂

き
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今
後
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い

活
動
と
な
っ
て

い
ま
す
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今
年
度
、
庄
内
町
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書
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う
ち
ど
く

通
信
』へ
親
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読
書
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員
会
活
動
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つ
い

て
寄
稿
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ま
し
た
。
庄
内
町
図
書
館
さ

ん
か
ら
は
小
学
校
の
リ
プ
ル（
朝
の
会
読

み
聞
か
せ
）へ
も
参
加
し
て
頂
い
て
お
り

ま
す
。
庄
内
町
で
は
、【
Ｐ
Ｔ
Ａ 

　
リ
プ

ル
　 

図
書
館
】と
、
三
位
一
体
の
活
動
を

展
開
し
て
子
供
た
ち
の
読
書
活
動
を
応

援
し
て
お
り
ま
す
。

⇔

⇔

6PTAやまがた

「
言
葉
の
力
」で
知
識
を
深
め
る

山
形
市
立
西
小
学
校

　
本
校
で
は
、
平
成
十
一
年
か
ら
朝
の

本
の
読
み
聞
か
せ
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。
知
識
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
て
い

る
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
、
子
供
た
ち
に
い
ろ

い
ろ
な
人
の
声
に
よ
っ
て
、
お
話
が
飛

び
出
し
て
い
く
会
！
「
お
話
ポ
ケ
ッ
ト
」

と
し
て
、
在
校
生
や
卒
業
生
の
保
護
者
、

学
区
外
か
ら
の
協
力
者
を
募
り
、
年
九

回
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

豊
か
な
心
を
育
む

読
書
推
進
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

「
親
子
で
読
み
聞
か
せ
体
験
」

飯
豊
町
立
第
一
小
学
校

　
本
校
で
は
「
読
書
が
大
好
き
」と
言
え

る
よ
う
な
子
供
た
ち
を
育
む
た
め
に
、

学
校
、
地
域
、
家
庭
が
連
携
し
読
書
活

動
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会
は
「
親
子
で

読
み
聞
か
せ
体
験
」と
し
て
、
読
み
聞
か

せ
サ
ー
ク
ル
「
夢
空
間
」か
ら
の
読
み
聞

★「
親
子
読
書
カ
ー
ド
」の
活
用

★「
親
子
読
書
カ
ー
ド
」の
活
用

　
各
家
庭
か
ら
選
ば
れ
た
「
ベ
ス
ト
本
」

や
新
刊
図
書
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

★
児
童
会
が
中
心
と
な
る
活
動

　
図
書
委
員
会
の
児
童
が
、
親
子
読
書

の
あ
る
週
に
、
校
内
放
送
で
自
分
の
読

む
予
定
の
本
の
タ
イ
ト
ル
や
読
書
方
法

に
つ
い
て
話
を
し
、
関
心
を
高
め
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
児
童
に

よ
る
読
み
聞
か
せ

や
図
書
ま
つ
り
の

開
催
な
ど
、
読
書

に
親
し
む
活
動
を

工
夫
し
て
行
っ
て

い
ま
す
。

<

す
す
め
方>

　
①
親
子
で
読
書
す
る
時
間
を
設
定

　
②
本
を
選
定

　
③
方
法
を
決
定

　
④
感
想
記
入

<

主
な
方
法>

　
①
お
う
ち
の
人
か
ら
読
み
聞
か
せ
を
し

　
　
て
も
ら
う

　
②
お
う
ち
の
人
へ
読
み
聞
か
せ
を
す
る

　
③
同
じ
時
間
に
親
子
で
読
書
を
す
る

最
終
月（
一
月
）に
は
親
子
読
書
の
中
か
ら
親
子

で
相
談
し
、
一
番
の
本
「
わ
が
家
の
ベ
ス
ト
本
」

を
一
冊
選
び
ま
す
。

　
語
り
手
の
方
は
、
巨
大
な
本
や
紙
芝

居
、
日
本
や
外
国
の
童
話
、
時
に
は
方

言
や
英
語
を
織
り
交
ぜ
る
な
ど
様
々
な

工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
、
子
供
た
ち
を

本
の
世
界
へ
誘
い
ま
す
。

　
子
供
た
ち
は

新
し
い
本
と
の

出

会

い

が

あ

り
、
語
り
手
は

子
供
た
ち
を
見

守
り
な
が
ら
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
も

ら
う
こ
と
が
で

き
る
、
家
庭
・

地
域
が
連
携
し

た
絆
の
輪
が
広

が
る
活
動
で
す
。

か
せ
を
し
て

い
た
だ
き
ま

し
た
。
親
子

で
聞
く
と
い

う

普

段

と

違
っ
た
形
で

の
新
鮮
な
時

間
に
な
り
ま

し
た
。
今
後

も
各
家
庭
で

も
夕
食
後
や

就
寝
前
な
ど
無
理
の
な
い
時
間
帯
に
「
親

子
で
読
書
」「
親
子
で
読
み
聞
か
せ
」を
行

い
、
子
供
た
ち
の
心
に
栄
養
を
与
え
、

第
一
小
学
校
の
校
是「
美
し
い
心
と
丈
夫

な
体
」に
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

　
絵
本
、
紙
芝
居
、
し
か
け
絵
本
と
さ

ま
ざ
ま
な
種
類
の
読
み
聞
か
せ
を
し
て

い
た
だ
き
素

晴
ら
し
か
っ

た
で
す
。
ど

れ
も
話
の
中

に
吸
い
込
ま

れ
て
い
き
親

子
で
同
じ
気

持
ち
を
共
有

で

き

ま

し

た
。
と
な
り

で
子
供
の
表

情
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
、
今
後
も

お
互
い
で
読
み
聞
か
せ
を
し
合
い
な
が

ら
、
感
じ
た
こ
と
や
読
み
取
っ
た
こ
と

を
話
し
合
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
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一
、は
じ
め
に

　
西
川
町
は
、
山
形
県

の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

し
古
く
は
月
山
・
羽

黒
山
・
湯
殿
山
信
仰

で
栄
え
月
山
と
朝
日
連
峰
に
抱
か
れ
た
自

然
豊
か
な
町
で
あ
る
。

　
本
校
は
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
児
童
数

の
減
少
で
、
平
成
二
十
四
年
に
五
つ
の
学

校
が
統
合
し
、
町
一
校
と
な
っ
た
。平
成
二

十
八
年
度
か
ら
は
、コ
ミ
ュ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
の
指
定
を
受
け
、
学
校
・
保
護
者
・
地

域
が
一
体
と
な
り
、
地
域
学
校
協
働
活
動

を
推
進
し
て
い
る
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
お
い

て
も
地
域
住
民
が
賛
助
会
員
と
な
り
活
動

を
支
え
て
い
る
。

二
、特
色
あ
る
取
組
み
に
つ
い
て

（
一
）親
も
共
に
学
び
活
用
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

　
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
研
修
部
主
催
で
一
年

に
一
度
研
修
会
を
開
催
し
て
い
る
。
開
催

に
あ
た
り
、
会
員
か
ら
意
見
を
聞
き
内
容

を
検
討
し
て
い
る
。令
和
三
年
度
は
、
会
員

よ
り
次
の
よ
う
な
声
が
聞
か
れ
た
。

・
子
ど
も
に
一
人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

　使
用
し
て
学
習
し
て
い
る
が
、
親
も
タ
ブ

　レ
ッ
ト
の
活
用
に
つ
い
て
学
習
し
た
い
。

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
持
ち
帰
り
が
始
ま
る
が
、

　ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
等
が
心
配
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
令
和
三
年
度
は
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
の
活
用
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
モ
ラ
ル
」
に
つ
い
て

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
に
よ
る
講
演
を
開
催
し
た
。

講
演
後
、
会
員
か
ら
は
、「
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

使
用
す
る
に
あ
た
っ
て
気
を
つ
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
が
思
っ
た
よ
り
た
く
さ

ん
あ
り
驚
き
ま
し
た
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
日

常
使
い
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
子
ど

も
と
一
緒
に
親
も
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。」
な
ど
の
感
想
が

あ
っ
た
。
家
庭
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の

使
い
方
に
つ
い
て
見
直
す
契
機
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
や
家
庭
学
習
に
は
親
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ
た
。

そ
ん
な
中
、
感
染
拡
大
の
た
め
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

会
議
も
自
粛
さ
れ
、
会
員
が
顔
を
合
わ
せ

る
機
会
が
激
減
し
て
い
た
三
月
上
旬
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
全
体
会
を
研
修
の
成
果
も
生
か
し
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
に
挑
戦
し
た
。
全
体

会
は
、
自
分
の
子
ど
も
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を

使
い
、
会
議
に
参
加
し
、
参
加
率
は
、
八
十

パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
た
。Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の

使
い
方
を
理
解
す
る
よ
い
機
会
と
な
っ
た
。

（
二
）親
子
で
が
ん
ば
る
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん

　
母
親
委
員
会
は
、
学
校
保
健
委
員
会
に

委
員
と
し
て
参
加
し
、
「
生
活
リ
ズ
ム
」
に

つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
特
に
、
母
親
委

員
会
で
は
、
「
朝
食
を
毎
日
食
べ
る
」
こ
と

に
重
点
を
お
い
て
い
る
。朝
食
は
、
母
親
の

か
か
わ
り
が
特
に
大
き
く
、
母
親
の
責
任

も
大
き
い
。
そ
の
負
担
を
で
き
る
だ
け
軽

減
し
よ
う
と
、「
手
軽
に
で
き
る
朝
ご
は
ん

メ
ニ
ュ
ー
」を
募
集
し
、
そ
の
中
か
ら
す
ぐ

に
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
を
選
び
冊
子
に
ま
と

め
た
。

　
こ
の
取
組
は
、
母
親
委
員
会
が
企
画
、
依

頼
、
印
刷
、
製
本
す
べ
て
を
行
っ
た
。取
組

を
通
し
て
、
母
親
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
交

流
の
機
会
に
も
な
っ
た
。

（
三
）
地
域
を
生
か
し
た
学
年
行
事

　
親
子
の
交
流
、
会
員
同
士
の
交
流
の
機

会
と
し
て
、
各
学
年
で
親
子
行
事
を
行
っ

て
い
る
。
そ
の
親
子
行
事
も
地
域
の
よ
さ

を
生
か
し
た
も
の
が
多
い
。
コ
ロ
ナ
禍
の

た
め
、
密
に
な
ら
な
い
よ
う
に
工
夫
し
て

実
施
し
た
。
各
学
年
で
実
施
し
た
親
子
行

事
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
特
に
、
五
年
生
の
親
子
行
事
は
、
総
合
的

な
学
習
で
学
ん
で
き
た
「
米
作
り
」
の
ま
と

め
を
発
表
す
る
場
、
米
を
収
穫
し
た
あ
と

の
藁
の
活
用
へ
と
学
び
を
つ
な
げ
る
場
と

な
っ
た
。正
月
の
リ
ー
ス
作
り
は
、
親
子
で

和
気
あ
い
あ
い
と
製
作
し
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
親
子
行
事
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
も

地
域
学
校
協
働
活
動
の
推
進
役
に
な
る
と

も
に
、
そ
の
活
動
の
良
さ
を
実
感
で
き
る

場
と
な
っ
て
い
る
。

（
四
）成
果
と
今
後
の
方
向
性

　
本
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
数
は
、
こ
こ
十
年

で
半
減
し
た
。
今
後
も
児
童
数
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
員
数
は
減
り
続
け
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

た
た
め
に
、
令
和
元
年
度
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
規
約

を
見
直
し
、
組
織
の
ス
リ
ム
化
と
事
業
の

整
理
を
行
っ
た
。
専
門
部
の
数
や
常
任
委

員
の
人
数
、
時
期
的
な
重
な
り
の
多
か
っ

た
各
種
事
業
が
整
理
さ
れ
、
会
員
の
過
度

な
負
担
が
解
消
さ
れ
た
。

三
、成
果
と
今
後
の
方
向
性

　
各
事
業
へ
の
参
加
率
が
非
常
に
高
く
、

活
動
に
前
向
き
な
会
員
が
多
い
。「
全
員
参

加
型
の
自
主
自
立
的
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
」
が

良
き
伝
統
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　
本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
大
き
な
特
色
で
あ
る
大

黒
舞
や
森
林
学
習
は
、
子
ど
も
た
ち
や
学

校
、
保
護
者
、
地
域

に
と
っ
て
の
誇
り

と
な
っ
て
い
る
。
今

後
も
充
実
し
た
取

組
み
を
続
け
て
い

く
た
め
に
、
指
導
者

な
ど
の
人
材
の
確

保
や
引
継
ぎ
の
仕

組
み
の
整
備
を
進

め
て
い
き
た
い
。

優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
科
学
大
臣
表
彰

「
家
庭
・
学
校
が
連
携
し
健
全
な
子
ど
も
の

　
　
　
　
　
　
育
成
を
目
指
す
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
」

「
家
庭
・
学
校
が
連
携
し
健
全
な
子
ど
も
の

　
　
　
　
　
　
育
成
を
目
指
す
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
」

西
川
町
立
西
川
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

尾

形

順

一

【
令
和
三
年
度
親
子
行
事
】

　一
年…

天
狗
山
登
山

　二
年…
自
然
の
家
で
風
鈴
づ
く
り

　三
年…
学
区
を
サ
イ
ク
リ
ン
グ

　四
年…

陶
芸
教
室

　五
年…

収
穫
感
謝
祭

　
　
　
　縄
な
い
お
正
月
リ
ー
ス
づ
く
り

　

　六
年…

親
子
で
月
山
和
紙
の
卒
業
証
書
づ
く
り
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一
、
は
じ
め
に

　
本
校
は
、
上
杉
鷹

山
公
の
恩
師
で
あ
る

細
井
平
洲
先
生
ゆ
か

り
の
地
を
地
区
に
持

つ
、
田
園
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
で
歴
史

を
感
じ
さ
せ
る
地
域
に
あ
る
。
今
年
度
、

創
立
五
十
九
周
年
を
迎
え
、
生
徒
数
二
百

五
名
の
学
校
あ
る
。
大
変
素
直
で
穏
や
か

な
生
徒
が
多
く
、
生
き
生
き
と
学
校
生
活

を
送
っ
て
い
る
。

　
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
先
生
方
と
連
携
し
、

子
ど
も
が
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
、
学
校

が
保
護
者
に
期
待
し
て
い
る
こ
と
、
保
護

者
が
学
校
に
望
む
こ
と
な
ど
を
把
握
し
、

そ
れ
ら
に
応
じ
て
、
一
体
感
を
も
っ
て
活

動
す
る
こ
と
を
大
事
に
し
て
い
る
。

二
、
特
色
あ
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

（
一
）コ
ロ
ナ
禍
で
も
顔
が
見
え
る
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動

　
こ
こ
数
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
、
思
う
よ
う
な

活
動
が
で
き
ず
苦
慮
し
た
が
、「
顔
が
見
え

る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
」を
行
い
た
い
と
活
動
し

て
き
た
。

①
あ
い
さ
つ
運
動

　本
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
大
き
な
目
玉
は
登
校

時
の
「
あ
い
さ
つ
運
動
」で
あ
る
。
参
加
し

た
保
護
者
か
ら
は
「
子
ど
も
と
の
会
話
の

き
っ
か
け
に
な
る
」「
子
ど
も
か
ら
元
気
が

も
ら
え
、
す
が
す
が
し
い
気
持
ち
で
一
日

が
過
ご
せ
る
」と
の
声
を
い
た
だ
く
。
活

動
後
、「
感
染
対
策
を
し
っ
か
り
行
え
ば
あ

い
さ
つ
運
動
は
で
き
る
」「
と
て
も
気
持
ち

が
よ
い
活
動
な
の
で
、
参
加
し
た
こ
と
の

な
い
保
護
者
の
方
は
次
回
ぜ
ひ
！
」と
、

他
の
会
員
に
よ
び
か
け
る
方
も
い
た
。
ま

た
、
大
人
が
子
ど
も
に
あ
い
さ
つ
の
手
本

を
示
す
こ
と
は
、
子
ど
も
の
礼
儀
や
社
会

性
を
養
う
た
め
に
有
効
と
考
え
る
。

②
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
講
演
会
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　現
在
は
、Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
配
信
の
講
演
会
な
ど
は
当
た
り
前

だ
が
、
昨
年
度
は
ま
だ
主
流
で
は
な
か
っ

た
。
親
子
研
修
会
を
開
催
す
る
た
め
に
、

研
修
部
と
母
親
委
員
会
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
使
っ
て
の
講
演
会
を
企
画
し

た
。
福
岡
市
在
住
の
車
い
す
ラ
ン
ナ
ー
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
メ
ダ
リ
ス
ト
　
廣
道
純

さ
ん
に
よ
る
講
演
で
、
初
め
て
の
ラ
イ
ブ

配
信
に
よ
る
講
演
会
は
大
好
評
で
あ
っ
た
。

　
こ
こ
数
年
は
保
護
者
が
学
校
に
足
を
運

ぶ
機
会
が
少
な
く
な
り
、「
学
校
の
様
子
が

分
か
り
に
く
い
」「
保
護
者
の
顔
が
分
か
ら

な
い
」「
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
を
引
き
受
け
る
の

が
負
担
だ
」と
の
声
を
聴
く
こ
と
が
増
え

た
。【
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
楽
し
い
】と
思
っ
て

活
動
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
保
護
者
同

士
が
仲
良
く
な
り
、
互
い
に
顔
を
合
わ
せ

る
の
が
楽
し
み
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

大
切
と
考
え
る
。
今
年
度
、
母
親
委
員
会

活
動
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

(

「
筆
文
字
」・

「
ち
ぎ
り
絵
」)

を
加
え
、
委
員
同
士
の
交

流
を
深
め
た
。
和
や
か
な
雰
囲
気
、
作
品

を
作
る
工
程
で
生
ま
れ
る
会
話
、
次
の
活

動
の
リ
ク
エ
ス
ト
な
ど
、
会
議
の
み
で
は

得
ら
れ
な
い
成
果
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

た
。

③
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
専
門
部
・
学
年
部

　
会
活
動

　そ
の
他
、
育
成
部
は
交
通
安
全
指
導
・

行
事
等
へ
の
協
力
、
広
報
部
は
広
報
紙
「
若

樹
」の
発
行
と
、
生
徒
・
保
護
者
・
学
校

の
実
態
と
課
題
に
応
じ
た
活
動
を
行
っ
て

い
る
。
学
年
部
会
で
は
、
感
染
対
策
を
し
っ

か
り
行
い
、
立
志
式
や
竹
明
か
り
制
作
な

ど
、
親
子
で
一
緒
に
取
り
組
め
る
活
動
を

行
っ
た
。

（
二
）イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
よ
る
被
害

　防
止
活
動
～ 

〝つ
な
げ
っ
ぺ
プ
ロ
ジ
ェ

　ク
ト〟 

～

　
令
和
三
年
度
、
山
形
県
警
察
本
部
よ
り

「
少
年
非
行
・
被
害
防
止
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
」の
指
定
を
受
け
た
。 

〝つ
な
げ
っ
ぺ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト〟 
と
命
名
し
、
学
区
の
幼

児
施
設
・
小
学
校
・
地
域
が
連
携
し
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
よ
る
被
害
防
止
活

動
を
行
っ
た
。
米
沢
警
察
署
生
活
安
全
課

の
渡
部
敬
子
専
門
官
作
成
に
よ
る
ネ
ッ
ト

ト
ラ
ブ
ル
防
止
ソ
ン
グ
「
な
か
よ
し 

〝

ネ
ッ
ト〟
」を
も
と
に
、
親
子
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利

用
の
危
険
性
や
約
束
事
を
考
え
た
。
近
隣

の
幼
児
施
設
や
小
学
校
に
は
、
奏
楽
部
と

県
警
音
楽
隊
で
作
成
し
た
音
源
で
歌
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
お
願
い
し
た
。
ま
た
、

各
家
庭
か
ら
募
集
し
た
イ
ラ
ス
ト
を
入
れ

た
歌
の
動
画
作
成
を
行
い
、
山
形
県
警
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
た
だ
い

た
。

　
そ
の
他
、
中
学
生
の
悩
み
や
考
え
に
大

人
が
返
事
を
書
く
、「
伝
え
～
る
」活
動
に

も
取
り
組
み
、
心
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

三
、
今
後
の
方
向
性

　
前
任
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
さ
ん
は
、「
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
頭
文
字
は
、 

〝ぱ
っ
と
楽
し
く
集
ま
ろ

う〟 

だ
」と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
。
そ
こ

で
私
な
り
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
考
え

て
み
た
。

　
「
ピ
タ
ー
ッ
！
」で
あ
る
。 

　
生
徒
の
実
態
に
「
ピ
タ
ー
ッ
」と
合
う
活

動
。
先
生
方
と
「
ピ
タ
ー
ッ
」と
考
え
を
一

つ
に
し
て
子
ど
も
の
成
長
の
た
め
の
活
動
。

保
護
者
と
共
に
「
ピ
タ
ー
ッ
」と
一
体
感
を

持
っ
て
楽
し
ん
で
行
う
活
動
を
、
今
後
も

展
開
し
て
い
き
た
い
。

先
生
・
生
徒
・
保
護
者
が
一
体
感
を
持
ち
、

楽
し
み
な
が
ら
行
う
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

先
生
・
生
徒
・
保
護
者
が
一
体
感
を
持
ち
、

楽
し
み
な
が
ら
行
う
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

～
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
ピ
タ
ァ
ー
ッ
！
～

～
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
ピ
タ
ァ
ー
ッ
！
～
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Ａ
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一
、
は
じ
め
に

　
本
校
は
、
上
杉
鷹

山
公
の
恩
師
で
あ
る

細
井
平
洲
先
生
ゆ
か

り
の
地
を
地
区
に
持

つ
、
田
園
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
で
歴
史

を
感
じ
さ
せ
る
地
域
に
あ
る
。
今
年
度
、

創
立
五
十
九
周
年
を
迎
え
、
生
徒
数
二
百

五
名
の
学
校
あ
る
。
大
変
素
直
で
穏
や
か

な
生
徒
が
多
く
、
生
き
生
き
と
学
校
生
活

を
送
っ
て
い
る
。

　
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
先
生
方
と
連
携
し
、

子
ど
も
が
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
、
学
校

が
保
護
者
に
期
待
し
て
い
る
こ
と
、
保
護

者
が
学
校
に
望
む
こ
と
な
ど
を
把
握
し
、

そ
れ
ら
に
応
じ
て
、
一
体
感
を
も
っ
て
活

動
す
る
こ
と
を
大
事
に
し
て
い
る
。

二
、
特
色
あ
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

（
一
）コ
ロ
ナ
禍
で
も
顔
が
見
え
る
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動

　
こ
こ
数
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
、
思
う
よ
う
な

活
動
が
で
き
ず
苦
慮
し
た
が
、「
顔
が
見
え

る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
」を
行
い
た
い
と
活
動
し

て
き
た
。

①
あ
い
さ
つ
運
動

　本
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
大
き
な
目
玉
は
登
校

時
の
「
あ
い
さ
つ
運
動
」で
あ
る
。
参
加
し

た
保
護
者
か
ら
は
「
子
ど
も
と
の
会
話
の

き
っ
か
け
に
な
る
」「
子
ど
も
か
ら
元
気
が

も
ら
え
、
す
が
す
が
し
い
気
持
ち
で
一
日

が
過
ご
せ
る
」と
の
声
を
い
た
だ
く
。
活

動
後
、「
感
染
対
策
を
し
っ
か
り
行
え
ば
あ

い
さ
つ
運
動
は
で
き
る
」「
と
て
も
気
持
ち

が
よ
い
活
動
な
の
で
、
参
加
し
た
こ
と
の

な
い
保
護
者
の
方
は
次
回
ぜ
ひ
！
」と
、

他
の
会
員
に
よ
び
か
け
る
方
も
い
た
。
ま

た
、
大
人
が
子
ど
も
に
あ
い
さ
つ
の
手
本

を
示
す
こ
と
は
、
子
ど
も
の
礼
儀
や
社
会

性
を
養
う
た
め
に
有
効
と
考
え
る
。

②
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
講
演
会
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　現
在
は
、Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
配
信
の
講
演
会
な
ど
は
当
た
り
前

だ
が
、
昨
年
度
は
ま
だ
主
流
で
は
な
か
っ

た
。
親
子
研
修
会
を
開
催
す
る
た
め
に
、

研
修
部
と
母
親
委
員
会
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
使
っ
て
の
講
演
会
を
企
画
し

た
。
福
岡
市
在
住
の
車
い
す
ラ
ン
ナ
ー
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
メ
ダ
リ
ス
ト
　
廣
道
純

さ
ん
に
よ
る
講
演
で
、
初
め
て
の
ラ
イ
ブ

配
信
に
よ
る
講
演
会
は
大
好
評
で
あ
っ
た
。

　
こ
こ
数
年
は
保
護
者
が
学
校
に
足
を
運

ぶ
機
会
が
少
な
く
な
り
、「
学
校
の
様
子
が

分
か
り
に
く
い
」「
保
護
者
の
顔
が
分
か
ら

な
い
」「
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
を
引
き
受
け
る
の

が
負
担
だ
」と
の
声
を
聴
く
こ
と
が
増
え

た
。【
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
楽
し
い
】と
思
っ
て

活
動
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
保
護
者
同

士
が
仲
良
く
な
り
、
互
い
に
顔
を
合
わ
せ

る
の
が
楽
し
み
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

大
切
と
考
え
る
。
今
年
度
、
母
親
委
員
会

活
動
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

(

「
筆
文
字
」・

「
ち
ぎ
り
絵
」)

を
加
え
、
委
員
同
士
の
交

流
を
深
め
た
。
和
や
か
な
雰
囲
気
、
作
品

を
作
る
工
程
で
生
ま
れ
る
会
話
、
次
の
活

動
の
リ
ク
エ
ス
ト
な
ど
、
会
議
の
み
で
は

得
ら
れ
な
い
成
果
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

た
。

③
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
専
門
部
・
学
年
部

　
会
活
動

　そ
の
他
、
育
成
部
は
交
通
安
全
指
導
・

行
事
等
へ
の
協
力
、
広
報
部
は
広
報
紙
「
若

樹
」の
発
行
と
、
生
徒
・
保
護
者
・
学
校

の
実
態
と
課
題
に
応
じ
た
活
動
を
行
っ
て

い
る
。
学
年
部
会
で
は
、
感
染
対
策
を
し
っ

か
り
行
い
、
立
志
式
や
竹
明
か
り
制
作
な

ど
、
親
子
で
一
緒
に
取
り
組
め
る
活
動
を

行
っ
た
。

（
二
）イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
よ
る
被
害

　防
止
活
動
～ 
〝つ
な
げ
っ
ぺ
プ
ロ
ジ
ェ

　ク
ト〟 

～

　
令
和
三
年
度
、
山
形
県
警
察
本
部
よ
り

「
少
年
非
行
・
被
害
防
止
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
」の
指
定
を
受
け
た
。 

〝つ
な
げ
っ
ぺ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト〟 

と
命
名
し
、
学
区
の
幼

児
施
設
・
小
学
校
・
地
域
が
連
携
し
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
よ
る
被
害
防
止
活

動
を
行
っ
た
。
米
沢
警
察
署
生
活
安
全
課

の
渡
部
敬
子
専
門
官
作
成
に
よ
る
ネ
ッ
ト

ト
ラ
ブ
ル
防
止
ソ
ン
グ
「
な
か
よ
し 

〝

ネ
ッ
ト〟
」を
も
と
に
、
親
子
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利

用
の
危
険
性
や
約
束
事
を
考
え
た
。
近
隣

の
幼
児
施
設
や
小
学
校
に
は
、
奏
楽
部
と

県
警
音
楽
隊
で
作
成
し
た
音
源
で
歌
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
お
願
い
し
た
。
ま
た
、

各
家
庭
か
ら
募
集
し
た
イ
ラ
ス
ト
を
入
れ

た
歌
の
動
画
作
成
を
行
い
、
山
形
県
警
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
た
だ
い

た
。

　
そ
の
他
、
中
学
生
の
悩
み
や
考
え
に
大

人
が
返
事
を
書
く
、「
伝
え
～
る
」活
動
に

も
取
り
組
み
、
心
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

三
、
今
後
の
方
向
性

　
前
任
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
さ
ん
は
、「
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
頭
文
字
は
、 

〝ぱ
っ
と
楽
し
く
集
ま
ろ

う〟 

だ
」と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
。
そ
こ

で
私
な
り
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
考
え

て
み
た
。

　
「
ピ
タ
ー
ッ
！
」で
あ
る
。 

　
生
徒
の
実
態
に
「
ピ
タ
ー
ッ
」と
合
う
活

動
。
先
生
方
と
「
ピ
タ
ー
ッ
」と
考
え
を
一

つ
に
し
て
子
ど
も
の
成
長
の
た
め
の
活
動
。

保
護
者
と
共
に
「
ピ
タ
ー
ッ
」と
一
体
感
を

持
っ
て
楽
し
ん
で
行
う
活
動
を
、
今
後
も

展
開
し
て
い
き
た
い
。

先
生
・
生
徒
・
保
護
者
が
一
体
感
を
持
ち
、

楽
し
み
な
が
ら
行
う
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

先
生
・
生
徒
・
保
護
者
が
一
体
感
を
持
ち
、

楽
し
み
な
が
ら
行
う
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

～
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
ピ
タ
ァ
ー
ッ
！
～

～
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
ピ
タ
ァ
ー
ッ
！
～
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Ｔ
Ａ
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こ
の
た
び
、日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会

会
長
表
彰
と
い
う
名
誉
あ
る
賞
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。こ
の
記
念
す
べ
き
令
和
四
年

度
は
、我
が
母
校
で
あ
る
米
沢
市
立
三
沢

西
部
小
学
校
が
、
大
正
十
一
年
、
現
在
の
地

に
設
立
さ
れ
一
○
○
年
と
な
る
年
で
す
。

開
校
以
来
数
多
く
の
子
供
た
ち
の
学
び
舎

と
し
て
、地
域
の
中
核
と
し
て
存
在
し
続

け
て
き
た
三
沢
西
部
小
学
校
で
す
が
、令

和
五
年
三
月
を
も
っ
て
そ
の
歴
史
に
幕
を

閉
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
自
身
が
親
と
し
て
三
沢
西
部
小
学
校

と
関
わ
り
始
め
た
七
年
前
、児
童
数
の
減

少
に
大
き
な
驚
き
と
少
し
の
寂
し
さ
を
感

じ
ま
し
た
。さ
ら
に
三
沢
西
部
小
学
校
の

学
校
統
合
計
画
を
聞
い
た
際
に
は
「
つ
い

に
決
断
の
時
期
が
来
た
か
」と
、私
自
身
が

関
係
者
と
し
て
統
合
計
画
に
関
わ
る
こ
と

と
な
る
こ
と
に
不
安
を
覚
え
ま
し
た
。
親

と
し
て
「
自
分
の
子
供
た
ち
の
学
習
環
境

は
ど
う
な
る
の
か
？
」
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
と

し
て
「
学
校
全
体
で
考
え
れ
ば
致
し
方
無

い
こ
と
で
は
な
い
の
か
？
」田
沢
地
区
に

住
む
大
人
と
し
て
は
「
学
校
が
な
く
な
っ

た
ら
様
々
な
行
事
は
ど
う
し
て
い
け
ば
良

い
の
か
？
」等
、多
く
の
立
場
か
ら
考
え
る

必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　
統
合
計
画
の
説
明
を
受
け
、い
よ
い
よ

方
向
性
を
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期

に
至
り
私
の
中
に
「
や
れ
る
こ
と
は
精
一

杯
や
ろ
う
」と
い
う
気
持
ち
が
湧
い
て
来

ま
し
た
。少
子
化
は
全
国
的
な
問
題
で
あ

り
、一
個
人
の
力
で
は
太
刀
打
ち
出
来
ま

せ
ん
。三
沢
西
部
小
学
校
が
統
合
と
な
っ

て
し
ま
う
の
も
大
き
な
時
代
の
流
れ
の
一

つ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、

た
だ
流
さ
れ
て
し
ま
う
訳
に
は
い
き
ま
せ

ん
。「
統
合
に
関
わ
る
子
供
た
ち
に
何
が
出

来
る
の
か
」「
こ
れ
か
ら
田
沢
地
区
で
育
っ

て
い
く
ま
だ
小
さ
な
子
供
の
た
め
に
何
を

遺
す
こ
と
が
出
来
る
の
か
」「
田
沢
地
区
の

こ
れ
か
ら
に
若
い
保
護
者
世
代
が
ど
の
よ

う
に
関
わ
っ
て
い
く
の
か
」こ
れ
ら
の
課

題
に
向
き
合
い
、将
来
自
分
の
決
断
に
後

悔
が
生
ま
れ
な
い
よ
う
に
今
出
来
る
事
を

精
一
杯
や
ろ
う
と
決
心
が
つ
き
ま
し
た
。

七
家
庭
で
で
き
る
活
動
を
工
夫
し
て
行
う

こ
と
。ま
ず
は
、役
職
が
兼
任
し
な
い
よ
う

に
し
、会
員
個
々
が
各
部
に
集
中
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
改
編
。

事
業
は
す
べ
て
全
校
で
行
う
こ
と
。そ
し

て
、創
立
一
○
○
周
年
・
閉
校
記
念
事
業

を
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
を
母
体
に
地
域
の
各
団

体
と
連
携
し
て
進
め
る
こ
と
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
中
核
と
し
て
、少

人
数
の
利
点
を
生
か
し
、
感
染
症
対
策
を

踏
ま
え
た
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
限
ら
れ
た
人
数
で
工
夫
し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
や
閉
校
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
行

く
中
で
、改
め
て
田
沢
地
区
の
学
校
教
育

に
対
す
る
熱
意
の
高
さ
を
実
感
し
ま
し

た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
実
行
委
員
と
な
り
進
め
て

き
ま
し
た
創
立
一
○
○
周
年
・
閉
校
記
念

事
業
に
対
し
ま
し
て
も
多
く
の
方
々
よ
り

ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。ま
た
、統
合
後
に

関
す
る
様
々
な
話
し
合
い
の
中
で
も
こ
れ

か
ら
ど
う
し
て
い
く
か
と
い
う
部
分
に
皆

様
か
ら
情
熱
の
こ
も
っ
た
ご
意
見
を
頂
く

事
が
出
来
ま
し
た
。

　
三
沢
西
部
小
学
校
は
、三
沢
東
部
小
学

校
と
西
部
小
学
校
と
一
緒
に
新
た
な
形
で

の
学
校
生
活
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
始
ま
り
ま

す
。今
後
は
、田
沢
地
区
の
保
護
者
の
親
睦

を
深
め
る
後
継
団
体
を
創
設
し
、地
区
な

ら
で
は
の
活
動
も
大
切
に
つ
な
い
で
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
も

田
沢
っ
子
達
が
大
き
く
成
長
す
る
こ
と
に

期
待
し
、そ
の
姿
を
温
か
く
見
守
る
、変
わ

る
こ
と
の
な
い
田
沢
地
区
が
い
つ
ま
で
も

続
い
て
い
く
事
を
心
よ
り
願
い
、今
後
も

活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
会
長
表
彰

「
一
○
○
年
目
の
決
意
」

「
一
○
○
年
目
の
決
意
」

米
沢
市
立
三
沢
西
部
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

我

妻

芳
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こ
の
度
、「
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
会

長
賞
」と
い
う
素
晴
ら
し
い
賞
を
受
賞
す

る
こ
と
が
で
き
、
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
賞
を

受
賞
で
き
た
の
も
、こ
れ
ま
で
関
わ
っ
て

き
て
い
た
だ
い
た
諸
先
輩
方
、
現
在
の
会

員
の
皆
様
、地
域
の
皆
様
、そ
し
て
、
教
職

員
の
皆
様
の
お
か
げ
と
、心
か
ら
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

一
、地
域
と
学
校
の
特
徴

　
尾
花
沢
市
立
玉
野
小
学
校
は
、尾
花
沢

市
の
東
側
に
位
置
し
、地
区
内
に
は
、国
内

外
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
大
正
ロ

マ
ン
香
る
「
銀
山
温
泉
」が
あ
り
ま
す
。ま

た
、学
校
の
北
東
に
は
、
山
形
百
名
山
の
一

つ
で
あ
り
、地
区
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る

「
二
ッ
森
」が
そ
び
え
た
っ
て
お
り
、
校
舎

周
辺
も
農
地
に
囲
ま
れ
て
い
る
自
然
豊
か

な
場
所
に
あ
り
ま
す
。玉
野
小
学
校
は
、
明

治
十
一
年
に
開
校
し
、令
和
四
年
度
で
創

立
百
四
十
三
周
年
を
迎
え
た
全
校
生
徒
六

十
五
名
、
教
職
員
二
十
名
の
小
規
模
校
で

す
。
冬
季
は
、
二
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
積
雪

を
生
か
し
、全
校
生
徒
が
学
校
の
授
業
の

中
で
、ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

二
、本
校
の
特
色
あ
る
取
り
組
み

①
全
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
参
加
の
組
織
体
制

　
本
校
の
組
織
体
制
と
し
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
・
副
会
長
・
幹
事
等
の
三
役
を
中
心
と

し
、保
健
体
育
部（
上
学
年
保
護
者
）、生
活

環
境
部（
下
学
年
保
護
者
）の
二
つ
の
専
門

部
と
、学
年
委
員
会
、地
区
代
表
と
い
う
組

織
や
役
割
が
あ
り
ま
す
。そ
し
て
、三
役
・

専
門
部（
部
長
・
副
部
長
）・
学
年
委
員
会

（
正
副
委
員
長
）・
地
区
代
表
で
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
評

議
員
会
」を
構
成
し
、こ
の
組
織
で
学
校
全

体
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

②
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
体
の
取
り
組
み

　
全
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
か
ら
ご
協
力
い
た
だ

き
、登
校
時
の
あ
い
さ
つ
運
動
と
下
校
時

の
見
守
り
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

春
と
秋
の
二
回
、地
域
の
各
家
か
ら
出
し

て
い
た
だ
い
た
資
源
の
回
収
活
動
や
学
校

の
雪
囲
い
の
取
り
外
し
や
設
置
を
行
う
早

朝
活
動
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。そ
の
他
、会

員
同
士
の
交
流
を
目
的
に
、学
年
対
抗
の

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

③
生
活
環
境
部
の
取
り
組
み

　
校
内
の
学
習
畑
や
花
壇
を
耕
し
、マ
ル

チ
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。そ
の
他
、学
校

図
書
の
補
修
作
業
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞
「
か
つ

ら
」の
発
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。

④
保
健
体
育
部
の
取
り
組
み

　
運
動
会
当
日
の
道
具
の
運
搬
や
後
片
付

け
、
大
会
役
員
等
、
運
動
会
の
運
営
へ
の
協

力
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、
校
内
の
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
記
録
会
に
お
い
て

は
、コ
ー
ス
整
備
を
含
め
、記
録
会
運
営
へ

の
協
力
を
行
っ
て
い
ま
す
。そ
の
他
、
市
の

陸
上
競
技
大
会
や
市
の
ス
キ
ー
大
会
で
の

テ
ン
ト
の
設
営
や
道
具
の
運
搬
な
ど
に
も

協
力
し
て
い
ま
す
。

⑤
学
年
委
員
会
の
取
り
組
み

　
子
供
の
成
長
を
支
援
す
る
と
共
に
、会

員
同
士
や
担
任
の
先
生
と
会
員
と
の
親
睦

を
深
め
る
た
め
、各
学
年
で
学
年
行
事
を

企
画
し
て
い
ま
す
。「
サ
ン
ド
グ
ラ
ス
作

り
」「
そ
ば
打
ち
」「
地
元
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会

参
加
」「
二
ッ
森
山
開
き
登
山
へ
の
参
加
」

等
、
市
内
の
企
業
や
人
材
、地
元
の
自
然
環

境
を
活
用
し
た
学
年
行
事
を
行
っ
て
い
ま

す
。
特
に
六
年
生
の
学
年
行
事
で
は
、
毎

年
、夏
休
み
に
学
校
に
宿
泊
す
る
と
い
う

体
験
を
行
っ
て
お
り
、ひ
と
夏
の
貴
重
な

想
い
出
作
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
こ
二

年
ほ
ど
は
「
防
災
キ
ャ
ン
プ
」と
し
て
、自

校
が
避
難
所
に
な
っ
た
時
の
避
難
所
運
営

に
つ
い
て
、子
供
達
が
事
前
に
プ
ラ
ン
を

考
え
、
当
日
、尾
花
沢
市
の
防
災
士
に
指
導

を
仰
い
だ
り
、会
員
と
一
緒
に
段
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ド
や
テ
ン
ト
を
運
ん
で
設
置
し
た

り
、非
常
時
の
調
理
体
験
を
し
た
り
と
深

い
学
び
も
含
め
た
も
の
を
行
っ
て
き
て
い

ま
す
。

三
、成
果
と
今
後
の
方
向
性

　
小
規
模
校
で
人
数
が
少
な
い
か
ら
こ

そ
、会
員
同
士
の
交
流
が
し
や
す
く
、お
互

い
の
顔
が
見
え
や
す
い
こ
と
が
、こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
を
素
晴
ら
し
い
も
の
に
し

続
け
て
き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。し
か
し

な
が
ら
、尾
花
沢
市
も
例
外
で
は
な
く
、
市

内
の
少
子
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

令
和
八
年
度
で
玉
野
小
学
校
が
閉
校
と
な

り
、令
和
九
年
度
か
ら
は
、
市
内
の
五
つ
の

小
学
校
が
一
つ
の
小
学
校
に
統
合
さ
れ
る

こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。玉
野
小
学
校

と
し
て
は
、残
り
四
年
ほ
ど
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
と
は
な
り
ま
す
が
、引
き
続
き
、会
員
同

士
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
最
後
の
最
後
ま

で
良
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
で
き
る
よ
う
続
け

て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
会
長
表
彰

少
人
数
で
も
全
会
員
の
協
力
で

　
　
成
り
立
つ
温
か
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

少
人
数
で
も
全
会
員
の
協
力
で

　
　
成
り
立
つ
温
か
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

尾
花
沢
市
立
玉
野
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
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こ
の
た
び
、日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会

会
長
表
彰
と
い
う
名
誉
あ
る
賞
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。こ
の
記
念
す
べ
き
令
和
四
年

度
は
、我
が
母
校
で
あ
る
米
沢
市
立
三
沢

西
部
小
学
校
が
、
大
正
十
一
年
、
現
在
の
地

に
設
立
さ
れ
一
○
○
年
と
な
る
年
で
す
。

開
校
以
来
数
多
く
の
子
供
た
ち
の
学
び
舎

と
し
て
、地
域
の
中
核
と
し
て
存
在
し
続

け
て
き
た
三
沢
西
部
小
学
校
で
す
が
、令

和
五
年
三
月
を
も
っ
て
そ
の
歴
史
に
幕
を

閉
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
自
身
が
親
と
し
て
三
沢
西
部
小
学
校

と
関
わ
り
始
め
た
七
年
前
、児
童
数
の
減

少
に
大
き
な
驚
き
と
少
し
の
寂
し
さ
を
感

じ
ま
し
た
。さ
ら
に
三
沢
西
部
小
学
校
の

学
校
統
合
計
画
を
聞
い
た
際
に
は
「
つ
い

に
決
断
の
時
期
が
来
た
か
」と
、私
自
身
が

関
係
者
と
し
て
統
合
計
画
に
関
わ
る
こ
と

と
な
る
こ
と
に
不
安
を
覚
え
ま
し
た
。
親

と
し
て
「
自
分
の
子
供
た
ち
の
学
習
環
境

は
ど
う
な
る
の
か
？
」
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
と

し
て
「
学
校
全
体
で
考
え
れ
ば
致
し
方
無

い
こ
と
で
は
な
い
の
か
？
」田
沢
地
区
に

住
む
大
人
と
し
て
は
「
学
校
が
な
く
な
っ

た
ら
様
々
な
行
事
は
ど
う
し
て
い
け
ば
良

い
の
か
？
」等
、多
く
の
立
場
か
ら
考
え
る

必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　
統
合
計
画
の
説
明
を
受
け
、い
よ
い
よ

方
向
性
を
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期

に
至
り
私
の
中
に
「
や
れ
る
こ
と
は
精
一

杯
や
ろ
う
」と
い
う
気
持
ち
が
湧
い
て
来

ま
し
た
。少
子
化
は
全
国
的
な
問
題
で
あ

り
、一
個
人
の
力
で
は
太
刀
打
ち
出
来
ま

せ
ん
。三
沢
西
部
小
学
校
が
統
合
と
な
っ

て
し
ま
う
の
も
大
き
な
時
代
の
流
れ
の
一

つ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、

た
だ
流
さ
れ
て
し
ま
う
訳
に
は
い
き
ま
せ

ん
。「
統
合
に
関
わ
る
子
供
た
ち
に
何
が
出

来
る
の
か
」「
こ
れ
か
ら
田
沢
地
区
で
育
っ

て
い
く
ま
だ
小
さ
な
子
供
の
た
め
に
何
を

遺
す
こ
と
が
出
来
る
の
か
」「
田
沢
地
区
の

こ
れ
か
ら
に
若
い
保
護
者
世
代
が
ど
の
よ

う
に
関
わ
っ
て
い
く
の
か
」こ
れ
ら
の
課

題
に
向
き
合
い
、将
来
自
分
の
決
断
に
後

悔
が
生
ま
れ
な
い
よ
う
に
今
出
来
る
事
を

精
一
杯
や
ろ
う
と
決
心
が
つ
き
ま
し
た
。

七
家
庭
で
で
き
る
活
動
を
工
夫
し
て
行
う

こ
と
。ま
ず
は
、役
職
が
兼
任
し
な
い
よ
う

に
し
、会
員
個
々
が
各
部
に
集
中
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
改
編
。

事
業
は
す
べ
て
全
校
で
行
う
こ
と
。そ
し

て
、創
立
一
○
○
周
年
・
閉
校
記
念
事
業

を
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
を
母
体
に
地
域
の
各
団

体
と
連
携
し
て
進
め
る
こ
と
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
中
核
と
し
て
、少

人
数
の
利
点
を
生
か
し
、
感
染
症
対
策
を

踏
ま
え
た
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
限
ら
れ
た
人
数
で
工
夫
し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
や
閉
校
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
行

く
中
で
、改
め
て
田
沢
地
区
の
学
校
教
育

に
対
す
る
熱
意
の
高
さ
を
実
感
し
ま
し

た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
実
行
委
員
と
な
り
進
め
て

き
ま
し
た
創
立
一
○
○
周
年
・
閉
校
記
念

事
業
に
対
し
ま
し
て
も
多
く
の
方
々
よ
り

ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。ま
た
、統
合
後
に

関
す
る
様
々
な
話
し
合
い
の
中
で
も
こ
れ

か
ら
ど
う
し
て
い
く
か
と
い
う
部
分
に
皆

様
か
ら
情
熱
の
こ
も
っ
た
ご
意
見
を
頂
く

事
が
出
来
ま
し
た
。

　
三
沢
西
部
小
学
校
は
、三
沢
東
部
小
学

校
と
西
部
小
学
校
と
一
緒
に
新
た
な
形
で

の
学
校
生
活
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
始
ま
り
ま

す
。今
後
は
、田
沢
地
区
の
保
護
者
の
親
睦

を
深
め
る
後
継
団
体
を
創
設
し
、地
区
な

ら
で
は
の
活
動
も
大
切
に
つ
な
い
で
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
も

田
沢
っ
子
達
が
大
き
く
成
長
す
る
こ
と
に

期
待
し
、そ
の
姿
を
温
か
く
見
守
る
、変
わ

る
こ
と
の
な
い
田
沢
地
区
が
い
つ
ま
で
も

続
い
て
い
く
事
を
心
よ
り
願
い
、今
後
も

活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
会
長
表
彰

「
一
○
○
年
目
の
決
意
」

「
一
○
○
年
目
の
決
意
」

米
沢
市
立
三
沢
西
部
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

我

妻

芳

亮
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こ
の
度
、「
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
会

長
賞
」と
い
う
素
晴
ら
し
い
賞
を
受
賞
す

る
こ
と
が
で
き
、
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
賞
を

受
賞
で
き
た
の
も
、こ
れ
ま
で
関
わ
っ
て

き
て
い
た
だ
い
た
諸
先
輩
方
、
現
在
の
会

員
の
皆
様
、地
域
の
皆
様
、そ
し
て
、
教
職

員
の
皆
様
の
お
か
げ
と
、心
か
ら
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

一
、地
域
と
学
校
の
特
徴

　
尾
花
沢
市
立
玉
野
小
学
校
は
、尾
花
沢

市
の
東
側
に
位
置
し
、地
区
内
に
は
、国
内

外
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
大
正
ロ

マ
ン
香
る
「
銀
山
温
泉
」が
あ
り
ま
す
。ま

た
、学
校
の
北
東
に
は
、
山
形
百
名
山
の
一

つ
で
あ
り
、地
区
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る

「
二
ッ
森
」が
そ
び
え
た
っ
て
お
り
、
校
舎

周
辺
も
農
地
に
囲
ま
れ
て
い
る
自
然
豊
か

な
場
所
に
あ
り
ま
す
。玉
野
小
学
校
は
、
明

治
十
一
年
に
開
校
し
、令
和
四
年
度
で
創

立
百
四
十
三
周
年
を
迎
え
た
全
校
生
徒
六

十
五
名
、
教
職
員
二
十
名
の
小
規
模
校
で

す
。
冬
季
は
、
二
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
積
雪

を
生
か
し
、全
校
生
徒
が
学
校
の
授
業
の

中
で
、ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

二
、本
校
の
特
色
あ
る
取
り
組
み

①
全
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
参
加
の
組
織
体
制

　
本
校
の
組
織
体
制
と
し
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
・
副
会
長
・
幹
事
等
の
三
役
を
中
心
と

し
、保
健
体
育
部（
上
学
年
保
護
者
）、生
活

環
境
部（
下
学
年
保
護
者
）の
二
つ
の
専
門

部
と
、学
年
委
員
会
、地
区
代
表
と
い
う
組

織
や
役
割
が
あ
り
ま
す
。そ
し
て
、三
役
・

専
門
部（
部
長
・
副
部
長
）・
学
年
委
員
会

（
正
副
委
員
長
）・
地
区
代
表
で
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
評

議
員
会
」を
構
成
し
、こ
の
組
織
で
学
校
全

体
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

②
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
体
の
取
り
組
み

　
全
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
か
ら
ご
協
力
い
た
だ

き
、登
校
時
の
あ
い
さ
つ
運
動
と
下
校
時

の
見
守
り
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

春
と
秋
の
二
回
、地
域
の
各
家
か
ら
出
し

て
い
た
だ
い
た
資
源
の
回
収
活
動
や
学
校

の
雪
囲
い
の
取
り
外
し
や
設
置
を
行
う
早

朝
活
動
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。そ
の
他
、会

員
同
士
の
交
流
を
目
的
に
、学
年
対
抗
の

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

③
生
活
環
境
部
の
取
り
組
み

　
校
内
の
学
習
畑
や
花
壇
を
耕
し
、マ
ル

チ
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。そ
の
他
、学
校

図
書
の
補
修
作
業
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞
「
か
つ

ら
」の
発
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。

④
保
健
体
育
部
の
取
り
組
み

　
運
動
会
当
日
の
道
具
の
運
搬
や
後
片
付

け
、
大
会
役
員
等
、
運
動
会
の
運
営
へ
の
協

力
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、
校
内
の
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
記
録
会
に
お
い
て

は
、コ
ー
ス
整
備
を
含
め
、記
録
会
運
営
へ

の
協
力
を
行
っ
て
い
ま
す
。そ
の
他
、
市
の

陸
上
競
技
大
会
や
市
の
ス
キ
ー
大
会
で
の

テ
ン
ト
の
設
営
や
道
具
の
運
搬
な
ど
に
も

協
力
し
て
い
ま
す
。

⑤
学
年
委
員
会
の
取
り
組
み

　
子
供
の
成
長
を
支
援
す
る
と
共
に
、会

員
同
士
や
担
任
の
先
生
と
会
員
と
の
親
睦

を
深
め
る
た
め
、各
学
年
で
学
年
行
事
を

企
画
し
て
い
ま
す
。「
サ
ン
ド
グ
ラ
ス
作

り
」「
そ
ば
打
ち
」「
地
元
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会

参
加
」「
二
ッ
森
山
開
き
登
山
へ
の
参
加
」

等
、
市
内
の
企
業
や
人
材
、地
元
の
自
然
環

境
を
活
用
し
た
学
年
行
事
を
行
っ
て
い
ま

す
。
特
に
六
年
生
の
学
年
行
事
で
は
、
毎

年
、夏
休
み
に
学
校
に
宿
泊
す
る
と
い
う

体
験
を
行
っ
て
お
り
、ひ
と
夏
の
貴
重
な

想
い
出
作
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
こ
二

年
ほ
ど
は
「
防
災
キ
ャ
ン
プ
」と
し
て
、自

校
が
避
難
所
に
な
っ
た
時
の
避
難
所
運
営

に
つ
い
て
、子
供
達
が
事
前
に
プ
ラ
ン
を

考
え
、
当
日
、尾
花
沢
市
の
防
災
士
に
指
導

を
仰
い
だ
り
、会
員
と
一
緒
に
段
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ド
や
テ
ン
ト
を
運
ん
で
設
置
し
た

り
、非
常
時
の
調
理
体
験
を
し
た
り
と
深

い
学
び
も
含
め
た
も
の
を
行
っ
て
き
て
い

ま
す
。

三
、成
果
と
今
後
の
方
向
性

　
小
規
模
校
で
人
数
が
少
な
い
か
ら
こ

そ
、会
員
同
士
の
交
流
が
し
や
す
く
、お
互

い
の
顔
が
見
え
や
す
い
こ
と
が
、こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
を
素
晴
ら
し
い
も
の
に
し

続
け
て
き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。し
か
し

な
が
ら
、尾
花
沢
市
も
例
外
で
は
な
く
、
市

内
の
少
子
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

令
和
八
年
度
で
玉
野
小
学
校
が
閉
校
と
な

り
、令
和
九
年
度
か
ら
は
、
市
内
の
五
つ
の

小
学
校
が
一
つ
の
小
学
校
に
統
合
さ
れ
る

こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。玉
野
小
学
校

と
し
て
は
、残
り
四
年
ほ
ど
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
と
は
な
り
ま
す
が
、引
き
続
き
、会
員
同

士
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
最
後
の
最
後
ま

で
良
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
で
き
る
よ
う
続
け

て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
会
長
表
彰

少
人
数
で
も
全
会
員
の
協
力
で

　
　
成
り
立
つ
温
か
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

少
人
数
で
も
全
会
員
の
協
力
で

　
　
成
り
立
つ
温
か
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

尾
花
沢
市
立
玉
野
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

岩

崎

賢

一
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「
つ
な
が
ろ
う
！
チ
ー
ム
日
新
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

　
未
来（
あ
し
た
）の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
！
」

「
つ
な
が
ろ
う
！
チ
ー
ム
日
新
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

　
未
来（
あ
し
た
）の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
！
」

「
子
供
の
安
全
や
体
験
機
会
確
保
を

　
　
め
ざ
し
た
全
員
参
加
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
」

「
子
供
の
安
全
や
体
験
機
会
確
保
を

　
　
め
ざ
し
た
全
員
参
加
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
」

【
千
歳
地
区
】

　
学
区
は
山
形
市

の
中
心
か
ら
や
や

北
に
位
置
し
て
い

ま
す
。

　
馬
見
ヶ
崎
川
、
野
呂
川
が
流
れ
、

住
宅
地
域
の
ほ
か
、
田
園
地
域
、
流

通
業
務
団
地
が
あ
り
、
馬
見
ヶ
崎
地

区
の
商
業
地
域
に
も
近
接
し
て
い
ま

す
。
羽
前
千
歳
駅
、
国
道
十
三
号
、

山
形
北
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
あ
り

交
通
ア
ク
セ
ス
が
よ
い
地
域
で
す
。

　
水
泳
や
球
技
、
武
道
に
加
え
、
冬

に
は
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
も
で
き
る
山

形
市
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
が
学

校
に
近
く
、
ス
ポ
ー
ツ
も
盛
ん
な
地

域
で
す
。

【
千
歳
小
学
校
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
】

　
今
年
度
創
立
百
三
十
周
年
を
迎
え

た
歴
史
あ
る
学
校
で
す
。
平
成
三
十

年
度
に
新
校
舎
、
令
和
二
年
に
は
新

グ
ラ
ウ
ン
ド
が
完
成
し
、
児
童
た
ち

は
木
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
ら
れ
る
新

校
舎
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
、
専
門
部
、
母
親

委
員
会
、
学
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
よ
る
事
業
の
他
、

全
保
護
者
が
希
望
の
事
業
に
参
加
す

る
エ
ン
ト
リ
ー
制
に
よ
る
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

◆
安
全
の
確
保

　
交
通
量
の
多
い
道
路
、
線
路
、
河

川
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
保
護
者
が
学

区
内
を
点
検
し
、「
安
全
マ
ッ
プ
」を
作

成
し
て
児
童
に
危
険
な
場
所
を
知
ら

せ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
保
護
者
に
よ
る
立
哨
指
導

の
ほ
か
、
地
域
の
交
通
安
全
指
導
員

の
方
々
等
と
連
携
し
た
見
守
り
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
体
験
の
機
会
の
創
出

　
味
噌
づ
く
り
な
ど
の
学
年
行
事
を

中
心
に
、
親
子
で
楽
し
み
な
が
ら
地

域
に
触
れ
、
学
び
を
得
る
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
創
立
百
三
十
周
年
記
念

事
業
と
し
て
、
卒
業
生
の
ほ
と
ん
ど

が
入
学
す
る
山
形
市
立
第
四
中
学
校

出
身
で
、
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
元
日

本
代
表
の
高
橋
み
ゆ
き
さ
ん
を
お
招

き
し
、
夢
や
目
標
を
か
な
え
る
方
法

を
ク
イ
ズ
を
交
え
な
が
ら
楽
し
く
お

聞
き
し
ま
し
た
。

【
課
題
と
今
後
の
方
向
性
】

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
目
的
の
一

つ
で
あ
る
「
交
流
」が
十
分
に
図
ら
れ

な
い
一
方
、Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
の
導
入
や
書

面
決
議
等
、
負
担
の
軽
減
も
あ
り
ま

し
た
。

　
近
年
、
役
員
の
な
り
手
不
足
や
会

員
の
負
担
軽
減
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
中
止
し
て
影
響
が
な
か
っ

た
事
業
を
整
理
す
る
等
、
負
担
は
減

ら
し
て
活
動
や
交
流
は
活
発
化
す
る

Ｐ
Ｔ
Ａ
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

山
形
市
立
千
歳
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

神

田

善

弘

新
庄
市
立
日
新
中
学
校
　
父
母
と
教
師
の
会

　
　
会
長

星

川

憲

雄

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
会
長
表
彰

一
、
本
校
を
取
り

　
　巻
く
環
境

　
本
校
は
、
国
道

一
三
号
線
と
四
七

号
線
に
挟
ま
れ
た

市
街
地
と
農
村
部

の
接
点
に
当
た
る

松
本
地
区
に
位
置
し
て
い
る
。
本
学
区

は
従
来
よ
り
教
育
へ
の
関
心
が
高
く
、

全
学
区
民
加
入
の
日
新
学
区
教
育
振
興

会
と
日
新
小
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
相
互
に
連
携

し
た
物
心
両
面
に
わ
た
る
協
力
支
援
体

制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
今
年
度
本
校

に
は
、
全
校
生
徒
二
百
八
十
三
名
が
在

籍
し
て
お
り
、
地
区
内
で
は
、
一
番
大

き
な
中
学
校
と
な
っ
て
い
る
。

二
、
特
色
あ
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

（
一
）日
新
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織

　
日
新
学
区
で
は
、
小
中
の
九
年
間
を

通
し
、
地
域
に
お
け
る
子
ど
も
た
ち
の

健
全
育
成
や
安
全
確
保
等
を
推
進
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
小
学
校
と
ス
ロ
ー
ガ

ン（
「
つ
な
が
ろ
う
！
チ
ー
ム
日
新
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
未
来（
あ
し
た
）の
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
！
」）を
共
に
し
、
連
携
を
深
め

て
い
る
。
こ
こ
数
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
制
限
で
計
画
通
り
の
活
動
と
は

な
っ
て
い
な
い
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
事
務
局
を

中
心
に
知
恵
を
出
し
合
い
子
ど
も
た
ち

が
有
意
義
な
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
の

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
。

（
二
）学
校
行
事
等
へ
の
協
力

　
運
動
会
や
学
芸
発
表
会
な
ど
の
学
校

行
事
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
が
運
営
に
参

加
・
協
力
し
て
い
る
。

（
三
）生
活
習
慣
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み

　
日
新
中
学
校
の
教
育
課
題
で
あ
る
家
庭

で
の
ゲ
ー
ム
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
時
間
と
家

庭
学
習
に
つ
い
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
立
場
か
ら

保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
そ
の

結
果
か
ら
保
護
者
が
思
っ
て
い
る
よ
り
、

生
徒
の
メ
デ
ィ
ア
利
用
時
間
が
長
い
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
Ｐ
Ｔ

Ａ
だ
よ
り
を
発
行
し
て
呼
び
か
け
、
そ
の

改
善
に
取
り
組
ん
だ
。

（
四
）地
域
奉
仕
活
動

　
各
町
内
の
健
全
育
成
部
員
が
主
体
と
な

り
、
小
中
の
児
童
生
徒
が
地
域
行
事
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
年
度
も
地
区
の
清
掃
活
動
や
資
源
回
収
、

お
祭
り
等
に
多
数
の
生
徒
が
参
加
し
た
。

（
五
）お
さ
が
り
リ
サ
イ
ク
ル

　
母
親
委
員
会
が
保
護
者
に
呼
び
か
け
を

行
い
、
制
服
や
ジ
ャ
ー
ジ
な
ど
の
リ
サ
イ

ク
ル
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
各
行
事
の
際

に
希
望
者
に
受
け
渡
し
て
い
る
が
、
毎
回

在
庫
が
な
く
な
る
ほ
ど
好
評
で
あ
る
。

（
六
）各
種
研
修
会
等
へ
の
積
極
参
加

　
今
年
度
、
全
国
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
大
会
山
形

大
会
が
開
催
さ
れ
、
本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
運
営

役
員
と
し
て
参
加
し
た
。

三
、
成
果
と
今
後
の
方
向
性

　
今
年
度
の
重
点
テ
ー
マ
を
家
庭
学
習
の

習
慣
化
も
含
め
た
「
家
庭
で
の
望
ま
し
い

生
活
習
慣
づ
く
り
」と
し
、
全
会
員
へ
の

啓
発
並
び
に
そ
の
継
続
的
実
践
を
推
進
し

て
き
た
。

　
こ
こ
数
年
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
学
校
や

地
域
で
の
交
流
の
機
会
が
減
少
し
、
保
護

者
間
の
関
係
性
が
希
薄
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
は
交
流
の
場
と
し
て
も
重
要
な
意
味
が

あ
る
と
考
え
る
。
こ
れ
か
ら
も
時
代
に

合
っ
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
、
運
営
の
在
り
方
を

考
え
、
実
践
し
て
い
き
た
い
。
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『コミュニティ・スクール 及び 地域学校協働活動とＰＴＡ』『コミュニティ・スクール 及び 地域学校協働活動とＰＴＡ』

テーマ

話題提供

山形県教育委員会・県Ｐ連・高Ｐ連・合同教育懇談会

　社会に開かれた教育課程の実現に向けて、学校教育を学校内に閉じずに、地域の教育資源を学校教

育に生かしながら、地域と学校が一体となってよりよい社会を創っていくことが求められている。県

では、学校と地域住民等が力を合わせて学校運営に取り組む「コミュニティ・スクール」と学校と地域

が相互にパートナーとして行う「地域学校協働活動」の一体的な実施を推進している。

　以上の話題提供を受けグループに分かれ、「これまでの地域学校協働活動等の現状について」と「地域

学校協働活動等に多くの方々から関わってもらうためには」という視点を考慮しつつ意見交換が行わ

れた。

〈総括・講評から〉
　山形県ひいては地域にいかに子供が残ってくれるのか…魅力ある郷土をつくるべきである。多様な

人材の集合体である地域と学校が両輪となって社会を作っていかなければならない。社会の急激な変

化の中で、地域の誇りやつながり、学びが好循環となって学校に戻るという仕組みづくりが大切である。

○大人の意見だけでなく、子供の視点も入れる必要があるのではないか。

○しっかりと組織づくりをしていきたい。地域とつながる仕組みが難しい。

○高校の協働活動としてインターンシップを長期スパンで
やるなど企業として関わっている。ＳＮＳの活用など積
極的に取り入れるのもいいのではないか。

○コロナ禍で地域と関わるのも難しくなっているが、学校
をさらに開いて知ってもらう企画づくりと、ＰＴＡにさ
らに参加したいという雰囲気も大切である。

○高校にとっての「地域」のとらえ方が難しい。地域の人選
も大変なことがあるが、共有意識をもって関わっていき
たい。学校と地域が本当にウィンウィンの関係になって
いるのか、再考も必要なのではないか。

　地方では近年、少子高齢化、生産年齢人口の減少によって過疎化が進み、学校ではいじめ、

不登校、学力低下などの問題が長期化深刻化しつつある。地域と学校のそれぞれが単独で対応

していくことは、困難になっている。そのために、学校、家庭、地域が一体となって「地域と

ともにある学校づくり」に取り組むことが必要になってきており、実現のために有効な仕組み、

考え方が ※コミュニティ・スクールである。（※コミュニティ・スクールとは、学校と地域が対

等の立場で学校運営について話し合う学校運営協議会を置く学校のことである。）さらに、学校

運営協議会で話し合われた共通の目標を達成するために、地域と学校が一緒に行う活動が地域

学校協働活動である。これらの効果として、「職場体験や授業補助などによる教員の負担軽減」「子

供のコミュニケーション能力向上や、地域の一員としての自覚の芽生え」「地域住民がやりがい

を感じ、学校への理解が深まる」などが挙げられる。

教育庁生涯教育・学習振興課　課長補佐　矢作　誠 氏

山形県ＰＴＡ連合会副母親委員長　渡部　香陽子

（令和４年 11 月４日）ホテルキャッスル
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「
つ
な
が
ろ
う
！
チ
ー
ム
日
新
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

　
未
来（
あ
し
た
）の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
！
」

「
つ
な
が
ろ
う
！
チ
ー
ム
日
新
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

　
未
来（
あ
し
た
）の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
！
」

「
子
供
の
安
全
や
体
験
機
会
確
保
を

　
　
め
ざ
し
た
全
員
参
加
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
」

「
子
供
の
安
全
や
体
験
機
会
確
保
を

　
　
め
ざ
し
た
全
員
参
加
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
」

【
千
歳
地
区
】

　
学
区
は
山
形
市

の
中
心
か
ら
や
や

北
に
位
置
し
て
い

ま
す
。

　
馬
見
ヶ
崎
川
、
野
呂
川
が
流
れ
、

住
宅
地
域
の
ほ
か
、
田
園
地
域
、
流

通
業
務
団
地
が
あ
り
、
馬
見
ヶ
崎
地

区
の
商
業
地
域
に
も
近
接
し
て
い
ま

す
。
羽
前
千
歳
駅
、
国
道
十
三
号
、

山
形
北
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
あ
り

交
通
ア
ク
セ
ス
が
よ
い
地
域
で
す
。

　
水
泳
や
球
技
、
武
道
に
加
え
、
冬

に
は
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
も
で
き
る
山

形
市
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
が
学

校
に
近
く
、
ス
ポ
ー
ツ
も
盛
ん
な
地

域
で
す
。

【
千
歳
小
学
校
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
】

　
今
年
度
創
立
百
三
十
周
年
を
迎
え

た
歴
史
あ
る
学
校
で
す
。
平
成
三
十

年
度
に
新
校
舎
、
令
和
二
年
に
は
新

グ
ラ
ウ
ン
ド
が
完
成
し
、
児
童
た
ち

は
木
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
ら
れ
る
新

校
舎
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
、
専
門
部
、
母
親

委
員
会
、
学
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
よ
る
事
業
の
他
、

全
保
護
者
が
希
望
の
事
業
に
参
加
す

る
エ
ン
ト
リ
ー
制
に
よ
る
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

◆
安
全
の
確
保

　
交
通
量
の
多
い
道
路
、
線
路
、
河

川
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
保
護
者
が
学

区
内
を
点
検
し
、「
安
全
マ
ッ
プ
」を
作

成
し
て
児
童
に
危
険
な
場
所
を
知
ら

せ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
保
護
者
に
よ
る
立
哨
指
導

の
ほ
か
、
地
域
の
交
通
安
全
指
導
員

の
方
々
等
と
連
携
し
た
見
守
り
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
体
験
の
機
会
の
創
出

　
味
噌
づ
く
り
な
ど
の
学
年
行
事
を

中
心
に
、
親
子
で
楽
し
み
な
が
ら
地

域
に
触
れ
、
学
び
を
得
る
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
創
立
百
三
十
周
年
記
念

事
業
と
し
て
、
卒
業
生
の
ほ
と
ん
ど

が
入
学
す
る
山
形
市
立
第
四
中
学
校

出
身
で
、
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
元
日

本
代
表
の
高
橋
み
ゆ
き
さ
ん
を
お
招

き
し
、
夢
や
目
標
を
か
な
え
る
方
法

を
ク
イ
ズ
を
交
え
な
が
ら
楽
し
く
お

聞
き
し
ま
し
た
。

【
課
題
と
今
後
の
方
向
性
】

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
目
的
の
一

つ
で
あ
る
「
交
流
」が
十
分
に
図
ら
れ

な
い
一
方
、Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
の
導
入
や
書

面
決
議
等
、
負
担
の
軽
減
も
あ
り
ま

し
た
。

　
近
年
、
役
員
の
な
り
手
不
足
や
会

員
の
負
担
軽
減
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
中
止
し
て
影
響
が
な
か
っ

た
事
業
を
整
理
す
る
等
、
負
担
は
減

ら
し
て
活
動
や
交
流
は
活
発
化
す
る

Ｐ
Ｔ
Ａ
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

山
形
市
立
千
歳
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

神

田

善

弘

新
庄
市
立
日
新
中
学
校
　
父
母
と
教
師
の
会

　
　
会
長

星

川

憲

雄

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
会
長
表
彰

一
、
本
校
を
取
り

　
　巻
く
環
境

　
本
校
は
、
国
道

一
三
号
線
と
四
七

号
線
に
挟
ま
れ
た

市
街
地
と
農
村
部

の
接
点
に
当
た
る

松
本
地
区
に
位
置
し
て
い
る
。
本
学
区

は
従
来
よ
り
教
育
へ
の
関
心
が
高
く
、

全
学
区
民
加
入
の
日
新
学
区
教
育
振
興

会
と
日
新
小
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
相
互
に
連
携

し
た
物
心
両
面
に
わ
た
る
協
力
支
援
体

制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
今
年
度
本
校

に
は
、
全
校
生
徒
二
百
八
十
三
名
が
在

籍
し
て
お
り
、
地
区
内
で
は
、
一
番
大

き
な
中
学
校
と
な
っ
て
い
る
。

二
、
特
色
あ
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

（
一
）日
新
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織

　
日
新
学
区
で
は
、
小
中
の
九
年
間
を

通
し
、
地
域
に
お
け
る
子
ど
も
た
ち
の

健
全
育
成
や
安
全
確
保
等
を
推
進
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
小
学
校
と
ス
ロ
ー
ガ

ン（
「
つ
な
が
ろ
う
！
チ
ー
ム
日
新
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
未
来（
あ
し
た
）の
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
！
」）を
共
に
し
、
連
携
を
深
め

て
い
る
。
こ
こ
数
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
制
限
で
計
画
通
り
の
活
動
と
は

な
っ
て
い
な
い
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
事
務
局
を

中
心
に
知
恵
を
出
し
合
い
子
ど
も
た
ち

が
有
意
義
な
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
の

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
。

（
二
）学
校
行
事
等
へ
の
協
力

　
運
動
会
や
学
芸
発
表
会
な
ど
の
学
校

行
事
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
が
運
営
に
参

加
・
協
力
し
て
い
る
。

（
三
）生
活
習
慣
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み

　
日
新
中
学
校
の
教
育
課
題
で
あ
る
家
庭

で
の
ゲ
ー
ム
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
時
間
と
家

庭
学
習
に
つ
い
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
立
場
か
ら

保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
そ
の

結
果
か
ら
保
護
者
が
思
っ
て
い
る
よ
り
、

生
徒
の
メ
デ
ィ
ア
利
用
時
間
が
長
い
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
Ｐ
Ｔ

Ａ
だ
よ
り
を
発
行
し
て
呼
び
か
け
、
そ
の

改
善
に
取
り
組
ん
だ
。

（
四
）地
域
奉
仕
活
動

　
各
町
内
の
健
全
育
成
部
員
が
主
体
と
な

り
、
小
中
の
児
童
生
徒
が
地
域
行
事
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
年
度
も
地
区
の
清
掃
活
動
や
資
源
回
収
、

お
祭
り
等
に
多
数
の
生
徒
が
参
加
し
た
。

（
五
）お
さ
が
り
リ
サ
イ
ク
ル

　
母
親
委
員
会
が
保
護
者
に
呼
び
か
け
を

行
い
、
制
服
や
ジ
ャ
ー
ジ
な
ど
の
リ
サ
イ

ク
ル
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
各
行
事
の
際

に
希
望
者
に
受
け
渡
し
て
い
る
が
、
毎
回

在
庫
が
な
く
な
る
ほ
ど
好
評
で
あ
る
。

（
六
）各
種
研
修
会
等
へ
の
積
極
参
加

　
今
年
度
、
全
国
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
大
会
山
形

大
会
が
開
催
さ
れ
、
本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
運
営

役
員
と
し
て
参
加
し
た
。

三
、
成
果
と
今
後
の
方
向
性

　
今
年
度
の
重
点
テ
ー
マ
を
家
庭
学
習
の

習
慣
化
も
含
め
た
「
家
庭
で
の
望
ま
し
い

生
活
習
慣
づ
く
り
」と
し
、
全
会
員
へ
の

啓
発
並
び
に
そ
の
継
続
的
実
践
を
推
進
し

て
き
た
。

　
こ
こ
数
年
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
学
校
や

地
域
で
の
交
流
の
機
会
が
減
少
し
、
保
護

者
間
の
関
係
性
が
希
薄
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
は
交
流
の
場
と
し
て
も
重
要
な
意
味
が

あ
る
と
考
え
る
。
こ
れ
か
ら
も
時
代
に

合
っ
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
、
運
営
の
在
り
方
を

考
え
、
実
践
し
て
い
き
た
い
。
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『コミュニティ・スクール 及び 地域学校協働活動とＰＴＡ』『コミュニティ・スクール 及び 地域学校協働活動とＰＴＡ』

テーマ

話題提供

山形県教育委員会・県Ｐ連・高Ｐ連・合同教育懇談会

　社会に開かれた教育課程の実現に向けて、学校教育を学校内に閉じずに、地域の教育資源を学校教

育に生かしながら、地域と学校が一体となってよりよい社会を創っていくことが求められている。県

では、学校と地域住民等が力を合わせて学校運営に取り組む「コミュニティ・スクール」と学校と地域

が相互にパートナーとして行う「地域学校協働活動」の一体的な実施を推進している。

　以上の話題提供を受けグループに分かれ、「これまでの地域学校協働活動等の現状について」と「地域

学校協働活動等に多くの方々から関わってもらうためには」という視点を考慮しつつ意見交換が行わ

れた。

〈総括・講評から〉
　山形県ひいては地域にいかに子供が残ってくれるのか…魅力ある郷土をつくるべきである。多様な

人材の集合体である地域と学校が両輪となって社会を作っていかなければならない。社会の急激な変

化の中で、地域の誇りやつながり、学びが好循環となって学校に戻るという仕組みづくりが大切である。

○大人の意見だけでなく、子供の視点も入れる必要があるのではないか。

○しっかりと組織づくりをしていきたい。地域とつながる仕組みが難しい。

○高校の協働活動としてインターンシップを長期スパンで
やるなど企業として関わっている。ＳＮＳの活用など積
極的に取り入れるのもいいのではないか。

○コロナ禍で地域と関わるのも難しくなっているが、学校
をさらに開いて知ってもらう企画づくりと、ＰＴＡにさ
らに参加したいという雰囲気も大切である。

○高校にとっての「地域」のとらえ方が難しい。地域の人選
も大変なことがあるが、共有意識をもって関わっていき
たい。学校と地域が本当にウィンウィンの関係になって
いるのか、再考も必要なのではないか。

　地方では近年、少子高齢化、生産年齢人口の減少によって過疎化が進み、学校ではいじめ、

不登校、学力低下などの問題が長期化深刻化しつつある。地域と学校のそれぞれが単独で対応

していくことは、困難になっている。そのために、学校、家庭、地域が一体となって「地域と

ともにある学校づくり」に取り組むことが必要になってきており、実現のために有効な仕組み、

考え方が ※コミュニティ・スクールである。（※コミュニティ・スクールとは、学校と地域が対

等の立場で学校運営について話し合う学校運営協議会を置く学校のことである。）さらに、学校

運営協議会で話し合われた共通の目標を達成するために、地域と学校が一緒に行う活動が地域

学校協働活動である。これらの効果として、「職場体験や授業補助などによる教員の負担軽減」「子

供のコミュニケーション能力向上や、地域の一員としての自覚の芽生え」「地域住民がやりがい

を感じ、学校への理解が深まる」などが挙げられる。

教育庁生涯教育・学習振興課　課長補佐　矢作　誠 氏

山形県ＰＴＡ連合会副母親委員長　渡部　香陽子

（令和４年 11 月４日）ホテルキャッスル

13PTAやまがた



　
山
形
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
母
親
委
員
会
の

活
動
に
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
各
郡
・
市
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
母
親
委
員
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

四
年
目
と
な
っ
て
も
ま
だ
収
ま
り
を
見
せ

な
い
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
感
染
防
止
に

努
め
な
が
ら
で
き
る
限
り
の
活
動
を
し
て

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
県
Ｐ
連
の
母
親
委
員
会
は
「
い
の
ち
の

尊
さ 

大
切
さ
」の
テ
ー
マ
の
も
と
、
各
郡
・

市
Ｐ
の
代
表
の
方
々
と
子
供
た
ち
の
様
子

や
、
各
郡
・
市
の
母
親
委
員
会
の
活
動
に

つ
い
て
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。
視

察
研
修
会
で
は
山
形
市
Ｐ
連
の
母
親
委
員

と
交
流
を
図
り
、
山
形
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

と
山
形
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
母
親
委
員
会
共

催
の
「
い
の
ち
の
大
切
さ
学
習
会
」に
参
加

し
「
発
達
障
害
」に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

ぜ
ひ
皆
様
に
も
ご
一
読
い
た
だ
き
、
情
報

を
共
有
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
男
女
平
等
の
観
点
や
、
生
徒
数
の
減
少

に
伴
う
役
員
の
な
り
手
の
不
足
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
に
よ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

が
縮
小
さ
れ
て
い
る
今
、
母
親
委
員
は
一

番
に
削
ら
れ
そ
う
に
な
る
委
員
会
で
す
。

し
か
し
、
山
形
県
は
多
く
の
お
父
さ
ん
方

が
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
し
て
活
躍
し
て
く
だ
さ

る
県
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
母
親
委
員
会
は
、

子
供
に
と
っ
て
一
番
身
近
な
存
在
で
あ
る

〝
お
母
さ
ん
の
想
い
〟 

を
聞
く
こ
と
が
で

き
る
大
切
な
場
と
捉
え
、
母
親
同
士
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
素
晴
ら
し
さ
や
母
親
と

し
て
の
細
や
か
な
心
づ
か
い
な
ど
の
利
点

を
生
か
し
、
父
親
の
み
な
ら
ず
子
育
て
に

関
わ
る
方
々
と
「
子
供
た
ち
の
た
め
に
何

が
で
き
る
の
か
」「
お
母
さ
ん
だ
か
ら
・
女

性
だ
か
ら
こ
そ
気
付
き
発
信
で
き
る
こ

と
」を
共
に
考
え
、
活
動
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ど
ん
な
に
時
代
が
変
わ
ろ
う
と
も
、
子

供
に
必
要
な
の
は
、
私
た
ち
の
無
償
の
愛

と
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
と
い
う
こ
と
に
変
わ
り

は
な
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
子
供
た
ち

の
抱
え
て
い
る
課
題
を
解
決
す
る
に
は
、

親
同
士
の
つ
な
が
り
や
、
情
報
を
共
有
す

る
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
子
供
と
の

「
か
か
わ
り
」と
親
同
士
の
「
つ
な
が
り
」を

大
切
に
し
な
が
ら
、
母
親
委
員
会
は
活
動

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

県P連 母親委員会
委員長

髙 見 佳 澄

ご
あ
い
さ
つ

ご
あ
い
さ
つ

各地区の活動報告各地区の活動報告

【令和４年度　母親委員会】

《山形市》

《西置賜地区》

・テーマ「いのちの尊さ大切さ」

　～かかわる喜びつながる心　守ろう私と家族の笑顔～

・定例母親委員会３回（5/12・6/23・2/13）

・拡大母親委員会１回　

　研修：「いのちの大切さ学習会」（県Ｐ親学補助事業利用）

　講師：花輪敏男 氏（FR 教育臨床研究所所長）

・“ 親学 ”家庭教育視察研修（コパル、少年鑑別支所視察）

・母親委員会だより「マザーズねっとわーく」№2７発行

《天童･東村山地区》
・母親委員会総会（中止）　・母の集い（中止）

・全国研究大会山形大会への協力と参加

《最上地区》

・地区母親委員会１回（講演･演習）　・代表母親委員会２回

・母親委員会だより「かあちゃんホットライン」発行　

《北村山》
・村山市Ｐ　：委員会 / 読み聞かせ / おたより発行

・尾花沢市Ｐ：委員会 / おたより発行

・大石田町Ｐ：母親交流会 /「母親伝言板」発行

・東根市Ｐ　：組織なし

《西村山》
・母親委員会（３回）

・代表委員会（5 回）研修：「部活動ってどうなるの？」

・母親委員会だより

・全国研究大会山形大会への協力と参加

《上山市》
・母親委員会１回

・保護者研修会

　（全国研究大会山形大会への参加）

・地区母親委員会（中止）
・全国研究大会への協力と参加

《酒田飽海》
・母親委員会（情報交換）
・全国研究大会山形大会への協力

《米沢市》

・定例母親委員会２回（書面・２月）
　＊活動報告・情報交換等

《東置賜地区》
・地区Ｐでは組織化されず活動なし
　（単位Ｐ３校での組織・活動あり）

《東田川郡》
・定例母親委員会 2 回
　＊活動報告　
　＊情報交換等

《鶴岡市》
・鶴岡市Ｐ連事務局会・常任委員会への参加（正副委員長のみ参加）
・全国研究大会山形大会への参加
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　今年度、県ＰＴＡ、単位ＰＴＡにご尽力なされ、多大のご功績をあげられた団体・個人の方々に感謝状や表彰状が贈られ
ました。また、ＰＴＡ広報紙も全国コンクールにおいて奨励賞を受賞されました。誠におめでとうございます。　( 敬称略 )

栄えある受賞おめでとうございます栄えある受賞おめでとうございます

令和４年度優良ＰＴＡ文部科学大臣表彰令和４年度優良ＰＴＡ文部科学大臣表彰

令和４年度日本ＰＴＡ全国協議会会長表彰令和４年度日本ＰＴＡ全国協議会会長表彰

令和４年度東北ブロックＰＴＡ協議会会長表彰令和４年度東北ブロックＰＴＡ協議会会長表彰

　
小

中

学

生

の

中

で
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
つ
な
が
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器（
ゲ
ー
ム
機

を
含
む
）を
所
有
し

て
い
る
割
合
は
、九
割
を
超
え
て
い
る（
令

和
三
年
山
形
市
教
育
委
員
会
の
調
査
よ

り
）。
山
形
市
や
山
形
県
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

で
も
、ネ
ッ
ト
モ
ラ
ル
向
上
の
取
り
組
み

が
な
さ
れ
て
い
る
。そ
こ
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
学

校
が
連
携
し
て
、「
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
」に
取
り
組
ん
だ
例
を
紹
介
し
た
い
。

◆
な
ぜ
、メ
デ
ィ
ア
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
取

　
り
組
む
の
か

　
今
の
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
メ
デ
ィ

ア
環
境
は
日
々
変
化
し
、子
ど
も
た
ち
の

体
や
心
の
発
達
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
。各
学
校
で
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
と

協
力
し
、「
メ
デ
ィ
ア
と
健
康
」を
テ
ー
マ

に
し
て
、子
ど
も
た
ち
の
健
康
課
題
解
決

に
向
け
て
、取
り
組
ん
で
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　
電
子
メ
デ
ィ
ア
の
誤
っ
た
使
い
方
、長

時
間
の
使
用
に
よ
る
心
や
体
、生
活
リ
ズ

ム
に
与
え
る
影
響
、人
間
関
係
へ
の
マ
イ

ナ
ス
の
影
響
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
か

ら
、電
子
メ
デ
ィ
ア
を
有
効
に
活
用
す
る

力
を
育
て
る
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。そ

こ
で
、子
ど
も
自
身
が
自
分
の
生
活
を
見

つ
め
直
し
、主
体
的
に
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
、

パ
ソ
コ
ン
、携
帯
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
触

れ
る
時
間
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
く
力

を
身
に
付
け
、自
立
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
も
連
携
し
て
取

り
組
む
。

◆
実
際
の
取
り
組
み
か
ら

　
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
取
り
組
み

は
、主
と
し
て
家
庭
で
行
う
こ
と
が
多
く
、

保
護
者
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。例
え

ば
、あ
る
一
週
間
の
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

ま
で
を
「
い
き
い
き
週
間
」と
し
、
親
子
で

行
う
。ま
ず
、「
我
が
家
の
ル
ー
ル
」を
確
認

し
、三
つ
の
コ
ー
ス（
や
や
ハ
ー
ド
、標
準
、

ゆ
る
や
か
）か
ら
選
択
し
て
取
り
組
む
。

◆
成
果
と
今
後
の
方
向
性

　
成
果
と
し
て
は
、以
下
の
点
が
挙
げ
ら

れ
る
。

○
家
族
で
、自
分
た
ち
の
生
活
を
見
つ
め

　
直
す
き
っ
か
け
と
な
り
、ゲ
ー
ム
の
時

　
間
を
決
め
る
等
生
活
に
め
り
は
り
が
で

　
き
た
。

○
子
ど
も
と
の
会
話
が
多
く
な
り
、家
族

　
団
ら
ん
や
子
ど
も
が
外
遊
び
を
す
る
機

　
会
が
増
え
た
。

○
我
が
家
の
ル
ー
ル
作
り
を
す
る
こ
と
に

　
よ
っ
て
、メ
デ
ィ
ア
と
の
過
度
の
接
触

　
を
減
ら
し
、自
分
自
身
の
時
間
や
家
族

　
団
ら
ん
、人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

　
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
成
果
が
見
ら
れ
た
の
で
、

継
続
し
て
計
画
的
に
実
践
し
て
い
る
学
校

も
複
数
あ
る
。た
だ
し
、こ
こ
で
大
切
に
な

る
こ
と
は
、決
し
て
一
方
的
な
押
し
付
け

に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

家
庭
と
の
連
携
で
取
り
組
ん
だ

メ
デ
ィ
ア
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

　

山
形
市
立
第
六
小
学
校

校
長

江

口

俊

和

（令和３年度県Ｐ連役員退任者）

植松　大祐 大熊　孝幸 穴沢　洋一 鈴木世志樹
阿部　明彦 丸川　信明 島津　友幸 五十嵐　孝
大川　真宏 齋藤　嵩史 遠藤　　愛 早坂　　智

工藤　幸吉 海野　裕喜

感謝状

（郡・市Ｐ連より推薦）

佐藤　清徳 無着　哲哉 鈴木　崇人 金子　政幸

今井　直明 菊地　直美 佐藤　義浩 植松　路子

阿部　勝志

表彰状

大塚　黄司

（団体）
　西川町立西川小学校ＰＴＡ　　　米沢市立第五中学校ＰＴＡ

令和４年度優良ＰＴＡ山形県教育委員会表彰 令和４年度優良ＰＴＡ山形県教育委員会表彰 

令和４度第４４回 全国小中学校ＰＴＡ広報紙コンクール令和４度第４４回 全国小中学校ＰＴＡ広報紙コンクール

令和４年度山形県ＰＴＡ連合会会長表彰令和４年度山形県ＰＴＡ連合会会長表彰

（団体）

　米沢市立三沢西部小学校ＰＴＡ　　尾花沢市立玉野小学校ＰＴＡ

（個人）

　植松　大祐　前県Ｐ連副会長（北村山ＰＴＡ）

　大熊　孝幸　前県Ｐ連副会長（西村山ＰＴＡ）

　穴沢　洋一　前県Ｐ連副会長（西置賜地区ＰＴＡ）

（全国大会感謝状）

　船橋　吾一　（山形大会実行委員長）　　

　荒井　　寛　（山形大会実行副委員長）　　

　髙田　　誠　（山形大会実行副委員長）　　

　前田　浩一　（山形大会実行副委員長）

（日本ＰＴＡ奨励賞・山形県ＰＴＡ会長賞）
　酒田市立　成小学校ＰＴＡ　「　成」
　酒田市立亀ケ崎小学校ＰＴＡ　「ひなづる」
　酒田市立松陵小学校ＰＴＡ　「松陵」
　遊佐町立遊佐中学校ＰＴＡ　「けやき」
　山形市立第一中学校ＰＴＡ　「希望の鐘」
（山形県ＰＴＡ会長賞）
　山形市立楯山小学校ＰＴＡ　「たてやま」
　寒河江市立寒河江中部小学校父母と教師の会　「やまぼうし」
　最上町立大堀小学校ＰＴＡ　「清流」
　山形市立第六中学校ＰＴＡ　「瀧山だより」

（団体）
　山形市立千歳小学校ＰＴＡ
　新庄市立日新中学校父母と教師の会
（個人）
　鈴木世志樹　前県Ｐ連理事（上山）
　阿部　明彦　前県Ｐ連理事（天童・東村山）
　丸川　信明　前県Ｐ連理事（米沢）
　島津　友幸　前県Ｐ連理事（東置賜）
　五十嵐　孝　前県Ｐ連理事（鶴岡）
　大川　真宏　前県Ｐ連理事（東田川）
　齋藤　嵩史　前県Ｐ連理事（酒田飽海）
　遠藤　　愛　前県Ｐ連理事（副母親委員長）
　海野　裕喜　前県Ｐ連監事

　西川町立西川小学校ＰＴＡ
　尾花沢市立玉野小学校ＰＴＡ
　山形市立千歳小学校ＰＴＡ
　山形市立第四中学校ＰＴＡ
　大蔵村立大蔵小学校父母と教師の会
　新庄市立日新中学校父母と教師の会

　米沢市立第五中学校ＰＴＡ
　米沢市立三沢西部小学校ＰＴＡ
　南陽市立沖郷小学校ＰＴＡ
　鶴岡市立朝暘第二小学校ＰＴＡ
　鶴岡市立渡前小学校ＰＴＡ
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「
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
ま
が
た
」第
四
十
七

号
を
お
届
け
し
ま
す
。
令
和
四
年

八
月
二
十
六
日(

金)

・
二
十
七
日

(

土)

に
、
第
七
十
回
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ

全
国
研
究
大
会
山
形
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
準

備
で
様
々
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

が
、「
学
び
の
歩
み
を
止
め
な
い
」と

い
う
思
い
で
進
め
て
き
ま
し
た
。

山
形
県
だ
か
ら
こ
そ
、
充
実
し
た

人
と
ひ
と
の
「
つ
な
が
り
」の
大
切

さ
を
体
感
で
き
た
大
会
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。
こ
の
大
会
に
携
わ
っ

て
い
た
だ
い
た
方
々
、
そ
し
て
山

形
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
員
の
皆
様

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
大

会
で
の
研
究
成
果
が
今
後
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
に
活
か
さ
れ
、
す
べ
て
の

子
供
た
ち
に
明
る
い
未
来
が
広
が

る
こ
と
を
切
に
願
い
ま
す
。

　
令
和
五
年
七
月
か
ら
山
形
県（
市
）

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
事
務
局
の
住
所
及
び

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
番
号
が
変
わ
り
ま

す
。（
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。）今
の
事
務
局
は
第
七
十
回
日

本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
研
究
大
会
山
形
大
会

事
務
局
を
兼
ね
て
お
り
ま
し
た
。
移

転
先
は
、
以
前
と
同
じ
県
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
内
四
階（
〒
九
九
〇-

〇
〇

三
一
山
形
市
十
日
町
一
丁
目
六
番
六

号
）に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
決

ま
り
次
第
、
連
絡
を
い
た
し
ま
す
。

令和４年度　山形県PTA 連合会役員名簿

会長

副会長

副会長

副会長

副会長

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

蔵王一中

鈴川小

陵南中

飯豊一小

余目中

上山小

天童四中

楯岡中

新庄小

塩井小

屋代小

鶴岡三中

山形市ＰＴＡ連合会

山形市ＰＴＡ連合会

西村山ＰＴＡ連合会

西置賜地区ＰＴＡ連絡協議会

東田川郡ＰＴＡ連合会

上山市ＰＴＡ連合協議会

天童・東村山地区ＰＴＡ連合会

北村山ＰＴＡ連合会

最上地区ＰＴＡ協議会

米沢市ＰＴＡ連合会

東置賜地区ＰＴＡ連合会

鶴岡市ＰＴＡ連合会

職名 氏 名 所 属 学校名

船橋　吾一

武田　靖裕

佐藤　弘康

味田　勝徳

齋藤　春樹

原田　　拓

津藤　健士

平山　龍一

柿﨑　和朗

鈴木　勝志

油井　邦宣

野口　義明

理事

理事

理事

理事

理事

監事

監事

監事

事務局長

事務局員

事務局員

酒田六中

山寺小中

飯豊一小

蔵王三小二中

山形六小

山形一小

中川小

山形五小

酒田飽海ＰＴＡ連合会

県Ｐ母親委員会 ( 委員長 )

県Ｐ母親委員会 ( 副委員長 )

県中学校長会

県連合小学校長会

山形市ＰＴＡ連合会

上山市ＰＴＡ連合協議会

県小中学校教頭会

職名 氏 名 所 属 学校名

石川　雄一

髙見　佳澄

渡部香陽子

髙橋　典子

江口　俊和

井上　哲寿

吉田　正彦

栗原　宏之

大江　昌信

佐藤　靜子

奥山　絢子

　安全互助会は山形県ＰＴＡ連合会事業の一環として運営されています。
関係各位・保護者の皆様のご協力に感謝申し上げます。

▽近年の賠償事故の件数・支払金額増加傾向の対策として、賠償補償限度額1,000万円のコース
をおすすめします。

・安全互助会加入校のうち７割を超える学校ＰＴＡが○特 Ａ・Ｂ・Ｃの賠償補償額1,000万円のコースに加入されています。
　特に人身事故は医療費の全額が請求されたり高額になる場合があります。万が一の事故に備え是非ご検討下さい。

《条例の主な内容》
◎交通ルールの遵守 ◎自転車の安全利用 ◎自転車保険の加入義務化
◎自転車交通安全教育の充実 ◎自転車の適正な管理

※その中の第 12 条自転車損害賠償保険等への加入については、
令和 2 年 7 月 1 日から施行されました。　　　　　　　　　
児童・生徒の自転車での事故による損害については安全互助会
に加入していることで補償の対象となります。　　　　　　　
未加入の学校ＰＴＡは是非ご検討下さい。

▽子どもが自転車に乗るときはヘルメットを着用させましょう。
・ヘルメット着用は努力義務です。ヘルメット着用を習慣化し、子どもたちを重大事故から守りましょう。

▽事故の未然防止が一番大切です。
・傷害事故の中でスポ少やクラブチーム活動中の事故が最多となっています。
・登下校や外出時は安全確認の声掛けで注意喚起し、事故防止にご協力下さい。

学校から持ち帰ったタブレットを自宅で誤って壊した場合、他人から借用した時点で
その借用物に対する管理責任が生じるため、保険金のお支払い対象外となります。

タブレット端末等
の破損について

山形県ＰＴＡ連合会安全互助会から

山形県自転車の安全で適正な利用の促進に関する条例山形県自転車の安全で適正な利用の促進に関する条例

＊補償内容によってＡ・Ｂ・Ｃ・特Ａ・特Ｂ・特Ｃの 6 コースがあ
ります。

＊児童・生徒の学校管理下外のけがや、偶然の事故での賠償事
故を補償します。

＊ＰＴＡ行事中の会員 ( 児童・生徒・保護者・教職員 ) の傷害事故・
賠償事故を補償します。

安全互助会ってなあに？安全互助会ってなあに？
　～加入については学校ＰＴＡごとになります～

年度

令和元年度

令和２年度

令和３年度

令和４年度（5.1.31 現在）

児童・生徒

9,717,000

10,398,020

9,518,221

8,095,351

件数

45

3

3

4

2,514,330

1,618,200

64,000

609,000

3,839,447

1,903,219

3,407,296

2,809,453

PTA 傷害件数

1 ,032

998

1，031

788

傷害事故支払状況

185

10

1

特 A

特 B

特 C

61

1

1

A

B

C

加入 259 校の内訳 （単位：千円）

年度

令和元年度

令和２年度

令和３年度

令和４年度（5.1.31 現在）

件数

74

42

56

53

PTA 傷害

賠償事故支払状況 （単位：千円）
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